
令和５年度第１回平塚市食育推進会議 次第 

                                            日 時  令和５年７月２０日（木）    

                                                  午後２時から午後３時３０分まで 

                      場 所  平塚市保健センター ２階 健康学習室 

1 開会 

（１）委員変更に伴う委嘱状の交付 

（２）あいさつ 

（３）委員自己紹介                     

（４）会長・副会長の選出 

２ 議題 

（１）食育基本法に基づいた国・県・市（第 2次食育推進計画）の計画策定状況    資料１ 

（２）第 2次食育推進計画の進捗状況（報告）        

ア 食育推進計画の事業に関する調書（令和４年度年次実績・令和５年度展開） 資料２ 

イ 市民アンケート結果と第2次食育推進計画の最終評価         資料３・資料４   

（３）第 3次食育推進計画の策定について     

ア 第 3次計画に向けた検討状況について                       資料５ 

イ 計画策定に向けた令和5年度のスケジュール                   資料６ 

ウ 第 1次素案について                                   資料７ 

３ その他 

次回会議（予定）  令和5年９月２１日（木）14：00～ 

※開催通知及び資料を別途送付します。 

４ 閉会 



令和５年６月１日　現在

団体名 役職等 氏名（敬称略）

 学校法人　鎌倉女子大学  家政学部　管理栄養学科　准教授 　　長谷川　輝美

 湘南農業協同組合  組織農政部　組織指導課　係長 　　須田　央江

 平塚魚商業協同組合  食品衛生指導員 　　松本　明

 村井弦斎の会 メンバー 　　小林　美和子

 神奈川県栄養士会
　（第６県民活動事業部会）

 地域活動栄養士菜の花会　副会長 　　松井　陽代

 平塚市食生活改善推進団体  会長 　　江原　洋美

 平塚市私立幼稚園協会  園長（湘南桜ケ丘幼稚園） 　　久保田　智子

 平塚民間保育園連盟  園長（真土すばる保育園） 　　吉村　美穂

 平塚市立小学校長会  校長（岡崎小学校） 　　井手　祥子

 平塚市立中学校長会  校長（江陽中学校） 　　山﨑　幸子

 神奈川県立平塚農商高等学校  副校長 　　間橋　元治

 一般社団法人　平塚市医師会  理事 　　下島　るみ

 一般社団法人　平塚歯科医師会  理事  　　鈴木　基

 神奈川県平塚保健福祉事務所  主任技師 　　有村　優子

 市民委員 　　白藤　千栄

 市民委員 　　鈴木　衣乃里

任期：令和５年６月１日から令和７年５月３１日まで

平塚市食育推進会議委員名簿



食育基本法に基づいた計画策定の状況  別 紙 1
（平成17年法律第63号 最終改正：平成27年9月11日法律第66号）

　 国 県

計画名 第4次食育推進基本計画 第4次神奈川県食育推進計画 第3次平塚市食育推進計画(予定） 第3次平塚市健康増進計画（予定）

計画期間

所管 農林水産省 健康増進課(厚生労働管轄）

基本理念

食育基本法より
〇食は命の源。食育は生きる上での基本で
あり、知育・徳育・体育の基礎となるべき
ものと位置づけ。
〇「食」に関する知識と「食」を選択する
力を習得し、健全な食生活を実践できる人
間を育てる食育を推進。

「食」は命の源であり、私たち人間が生き
るために欠かせないものであることから、
未病を改善するための重要な要素としてい
ます。・・・「食」を通じて、だれもが元

ます。

（１）生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進 （１）生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進 （１）生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進 （1）生活習慣の改善に向けた取組み
（２）持続可能な食を支える食育の推進 （２）持続可能な食を支える食育の推進 （２）地域の特性を活かした食育の推進 （2）生活習慣病の発症予防・重症化予防の取り組み

（１）家庭における食育の推進

（２）学校・保育所等における食育の推進 身体活動・運動
（３）地域における食育の推進 〃 休養・こころの健康
（４）食育推進運動の展開 〃 喫煙
（５）生産者と消費者との交流促進、環境と調
和のとれた農林漁業の活性化等

〃 飲酒

（６）食文化の継承のための活動への支援等 〃
（７）食品の安全性、栄養その他の食生活に関
する調査、研究、情報の提供及び国際交流の推
進

〃

健康を支える食育⑨

（２）朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共
食」の回数

健康を支える食育⑧

（継続）家族と一緒に食べる共食の割合（生涯を
通じた心身の健康を支える食育の推進）（幼児健
診、子どもの生活習慣病データ)

（３）地域等で共食したいと思う人が共食する
割合

〃

（４）朝食を欠食する子供の割合 健康を支える食育③ア、イ

（継続）朝食を欠食する子どもの割合（生涯を通
じた心身の健康を支える食育の推進）（幼児健
診、子どもの生活習慣病データ）

（５）朝食を欠食する若い世代の割合 健康を支える食育③ウ た心身の健康を支える食育の推進）（週3回以上朝
食を抜く人の割合 KDB)

（６）栄養教諭による地場産物に係る食に関す
る指導の平均取り組み回数

持続可能な食を支える食育⑫
栄養教諭等による食に関する指導、学校連携の増
加

（７）学校給食における地場産物を使用する割
合(金額ベース）

持続可能な食を支える食育⑬
（新）学校給食における地場産給食の実施回数の
増加（地域の特性を活かした食育の推進）

（８）学校給食における国産食材を使用する割
合(金額ベース）

持続可能な食を支える食育⑭

（９）主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
健康を支える食育①

(10)主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日
2回以上ほぼ毎日食べている若い世代の割合

健康を支える食育②

(11)1日当たりの食塩摂取量の平均値 健康を支える食育⑤

(12)1日当たりの野菜摂取量の平均値 健康を支える食育④

(13)1日当たりの果物摂取量100g未満の者の割
合

健康を支える食育⑥

(14)生活習慣病の予防や改善のために、ふだん
から適正体重の維持や減塩等に気をつけた食生

（新）適正体重を維持している者の増加（肥
満・若年女性やせ・低栄養傾向の高齢者の減
少）

健康を支える食育⑦

(16）食育の推進にかかわるボランティアの数 健康を支える食育⑩

持続可能な食を支える食育⑯農林水産業の体験
や伝統ある食文化を伝えていく機会や場がある

(18)産地や生産者を意識して農林水産物・食品
持続可能な食を支える食育⑰地元でとれた新鮮
な野菜や魚を食べられることに満足している県

域の特性を活かした食育の推進)
(19)環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ国

持続可能な食を支える食育⑱

(20)食品ロス削減のために何らかの行動をして 持続可能な食を支える食育⑲食べ物を無駄にし

(21)地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料
持続可能な食を支える食育⑮いただきますなど
食への感謝を表す挨拶や箸の持ち方など、食事

（新）学校給食における行事食等の普及啓発の実
施回数（地域の特性を活かした食育の推進）

(22)郷土料理や伝統料理を月1回以上食べている

(23)食品の安全性について基礎的な知識を持
健康を支える食育⑪

(24)推進計画を作成・実施している市町村の割
合

推進する内容（施
策）

食育推進の目標

重点事項（基本方針）

【横断的な視点】「新たな日常」やデジタ
ル化に対応した食育の推進

【横断的な取組み】
（３）ライフステージ・ライフサイクルに応じた健康づくり・食育の推進

（５）デジタル技術を活用した健康づくり・食育の推進

生活習慣病の発症予防・重症化予防＜高血圧対策＞

（新）(食育・健康増進計画指標 共通）

（継続）(食育・健康増進計画指標 共通）

た心身の健康を支える食育の推進）（幼児健診にて子ども・若い世代 年次アンケート聴取）
（高齢者 後期健診質問票）

（変更）(食育・健康増進計画指標 共通） 50歳以上。８０歳以上

（食生活改善推進員の生活習慣病予防に関する普及回数）

（３）「新たな日常」やデジタル化に対応
した食育の推進

平塚市（案）

健康課（厚生労働管轄）
（仮）共に取り組む 生涯を通じた健康づくり・食育推進

ひらつか健康・食育プラン２１

平塚ゆかりの文化人 村井弦斎が小説「食道楽」に記した

豊かで活力のある食環境づくりや、食を通じた健康づくり
を推進します。



　　　　　資　　料　　2

１　令和４年度　縮小・休止・中止・その他対応のあった事業　（感染症対策、台風襲来など）

件数

２　次期（令和５年度）取組の展開

継続 拡充・充実 縮小 統合 その他

件数 51 5 1 0 1

３　展開項目ごとの概要

・ 拡充・充実予定の事業

施策 課名

(3)-2 保険年金課

(3)-8 健康課

(3)-14 中央公民館

(4)-2 健康課

(6)-4 中央公民館

・ 縮小予定の事業

施策 課名

(1)-9 健康課

公民館における食文化継承事業の実施

祖父母のための食育教室 集団指導を中止し、資料配布等での普及啓発とする。

新型コロナウイルス感染症対策は緩和されたが、引き続き衛生管理に気をくばりつつ、事業が開催できるよう工夫
していく。

令和４年度平塚市食育推進計画の事業に関する調書・次期（令和５年度）取組概要　　　　　　

休止または廃止

0

計画事業名 次期取組概要

計画事業名 次期取組概要

特定健診結果説明会

令和4年度は9月から実施したが、結果返却が8月からのため参加者が募集定員に満たなかった。令和5年度は実
施期間を11月からとする。参加の89％が60代・70代であり、その要因として、開催がいずれの日程も平日のお昼ご
ろであったためと考えられる。令和5年度はオンラインでの開催、動画の公開を行い、若年層が参加しやすい環境
づくりを心掛ける。

健康相談 相談希望者が増加したことより、ヘルスアップ相談、高血圧相談を日数を増やし対応。地域公民館開催も実施する。

公民館事業での食育推進
新型コロナウイルス感染症対策は緩和されたが、引き続き衛生管理に気をくばりつつ、事業が開催できるよう工夫
していく。

食育に関するボランティアへの育成と活動支援地域活動を充実させるための支援、学習の場の提供を行う。新規で会員を対象にした交流会を健康課主催で実施する。

内容変更

2

中止・休止・廃止

4

とりまとめ一覧　　1 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和４年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改
善・工夫

備考

1 保育課 子育て支援事業

地域子育て支援拠点で育児講座の実施
や相談を行う。

○「食育に関する講座」
・子育て支援センター（２月に実施）
・つどいの広場「もこもこ」「どれみ」「ここにくらす」
→新型コロナウイルス感染症の影響で実施なし

〇「食事・栄養の相談」
・子育て支援センター　　　　　　　241件
　つどいの広場「もこもこ」　　　　40件
　つどいの広場「きりんのおうち」　19件
　つどいの広場「どれみ」　　　　　16件
　つどいの広場「ぽけっと」　　　　３件
　つどいの広場「ここにくらす」　　0件

子どもの食事や栄養に関する相
談対応や情報提供を行うこと
で、食事に対する不安や悩みの
解消を図る。

〈継続〉

2
乳幼児健診・
　　　育児相談

幼児健診や育児相談の場で相談、乳児健
診後の電話相談や、要望に応じて訪問や
来所、電話、インターネット相談を行う。

乳児健診後の電話による相談　　４４件
産後ケア事業「ママはぐ」    １２１件（１2回開催／12回
中）※食事提供有
7か月児相談    予約以外で　５０件
幼児健診での相談　　　７４１件（36回開催／36回中）
乳幼児ケア　　　　　　　　４２件
2歳児歯科健診での相談　    ２１１件（24回開催／24回
中）
来所相談　育児相談　　１９５件（２４回開催　人数制限
有）フリー　　　３１件
低出生体重児のつどい「おひさま」　　　８件
電話相談　　　２５７件（乳児１８３件、幼児７０件、思春期2
件、妊婦2件）
訪問相談     １３件（妊産婦　０件、乳幼児 １３件）
オンライン育児相談　　　４件　（7件実施したうち）
ネウボラルームはぐくみ来所相談   ３７８件（妊産婦３６６
件、乳幼児１０件、他２件）      電話相談　　３２件（ 妊産
婦２６件、乳幼児６件）

食環境が大きく変化する妊娠
期、乳幼児期の食に対する不安
を軽減し、健康な身体づくりのた
めの食の基盤を築くことができ
る。

〈継続〉
〈コロナ対応のため>
産後ケア事業、来所育児
相談は令和4年度同規模
で継続。来所にて相談で
きない方等へオンライン
育児相談を継続。

　 来所、電
話、オンラ
イン、訪問
等による相
談体制は確
保し、子育
てにおける
不安が解消
できるよう
に周知す
る。

3
就労者への情報提

供

企業からの依頼を受け、健康講話の実施
や健康相談を受け付ける。

実施なし（依頼なし） 青・壮年期の食生活を見直す機
会を作ることで、食を通じた健康
づくりを意識づけることができ
る。

<継続>
職域の食育を管轄する保
健福祉事務所と連携、情
報共有を図り、働く世代の
食育を推進する。

4
学習の場
の充実

食育関連パンフレッ
トの配付

婚姻届を提出する窓口に、新婚家庭向け
の情報提供パンフレットを設置する。
また、母子手帳を交付する際などに、父親
になる方向けに『父子育児手帳』を配付す
る。『父子育児手帳』には、妊娠中の妊婦
の食生活についてや育児に必要な離乳
食、幼児食についても掲載している。

父子育児手帳配布数：１，２７０冊 生活が大きく変化するライフイベ
ントにおいて、食生活を見直す
機会を提供することができる。

〈継続〉

基本施策（１）家庭における食育の推進の取組み

相談体制
の充実

健康課

基本施策（１）　　2 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和４年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改
善・工夫

備考

基本施策（１）家庭における食育の推進の取組み

5 母親父親教室

母親父親教室では、助産師・保健師・栄養
士・歯科衛生士などの専門職が、安心安
全なお産を迎えるための教室を行う。
また、栄養士が妊娠中から産後に必要な
食生活について、講話や実習など、妊婦
やその家族を対象に体験型の教室を行
う。

【母親父親教室】
　・快適マタニティライフ編　実施回数　６回　参加者　40
名
　・子育て世代包括支援センターにて個別対応　　ハロー
ベビー実施回数　４４回

食生活が大きく変化する時期
に、食に関する情報提供、体験
を行うことで、時期に応じた食生
活について理解することができ
る。

〈継続〉〈コロナ対応のた
め〉
・母親父親教室は継続、
内容を変更する。
・母子手帳交付時に子育
て世代包括支援センター
担当栄養士による初産婦
への全数栄養指導を継続
する

・母親父親教室継
続。講義での一方的
な情報提供ではなく、
Ｑ＆Ａ方式にて実施。
具体的に妊産婦期の
疑問が解決できる場
とする。
・業務内容の見直し
を図り、試食は中止と
する。

6 離乳食教室

各月齢に合わせ、離乳食の開始から卒乳
までの内容を組み込んだ教室を行う。

離乳食教室5～6か月児　　実施回数8回　141人（母139
人、父2人、祖父母０人）

離乳食教室7～8か月児　　実施回数8回　128人（母126
人、父2人、祖父母0人）

離乳食教室9か月～１歳６か月児　実施回数　4回
72人（母72人、父0人、祖父母0人）

離乳食期に保護者へ食生活の
基礎について情報提供すること
で、乳幼児期の成長発達のため
の適切な食生活について普及
啓発することができる。

〈継続〉
〈コロナ対応のため〉
コロナウイルス感染防止
対策として、定員制は継
続するが、上限を一部緩
和、父親等家族の参加も
可とする。幼児食教室と
統合した教室は参加者か
らの意見を参考に対象月
齢を再度見直し、申し込
み状況から、教室の実施
回数も見直す。

　・令和4年度に９
か月～１歳６か月
児と幼児食教室を
統合して実施した
が、参加者からの
アンケートへの意
見を踏まえ、参加
月齢を見直したうえ
で、離乳食から幼
児食への進め方に
関して情報提供を
行う。

7 幼児教育

２歳児歯科健診の会場で、歯科衛生士と
栄養士が幼児と保護者に対して噛むこと
の大切さや生活リズムについての集団指
導を行う。

・新型コロナウイルス感染拡大予防のため、集団指導は
中止。　　　　　　　　　　　　・待ち合いの場に2歳頃の食事
の写真やジュースに含まれる糖分が分かるモデルを
設置して普及啓発を行う。

「噛む」ことの大切さを専門職か
ら聞くことができる。2歳児とその
保護者に対して生活リズムを整
えることや朝ごはんを食べる必
要性、嗜好品の取り方について
伝えることができる。

〈継続〉
待ち合いの場に2歳頃の
食事の写真やジュースに
含まれる糖分が分かるモ
デルを設置して普及啓発
を行う。

8 思春期対策事業

思春期に必要な食生活や、将来、健康的
な成人期を迎えるにあたっての教室を保
健師、助産師、栄養士で行う。

・中学校　　5校　　556人
※コロナ対応として体験型から、クイズ形式での講義に内
容変更した。

思春期に自分の適正体重や食
事内容を知ることで、健康的な
成人期を迎えるための食生活に
ついて理解することができる。
(プレコンセプションケア）

〈継続〉

9 健康課
学習の場
の充実

祖父母のための食
育教室

保育所等で開催される敬老週間事業など
へ出向き、祖父母を対象に食育教室を行
う。

資料配布園数　　13園　配布数　  1,256部
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、教室開
催を中止。

乳幼児期と高齢期における食育
の普及を行うことができる。

<縮小><コロナ対応>対象
者である祖父母がコロナ
ウイルスの感染リスク者
にあたる高齢者に該当す
るため、感染拡大防止対
策により教室開催を中止
する。代替として、資料配
布による望ましい食生活
の啓発を継続する。

学習の場
の充実

健康課

基本施策（１）　　3 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和４年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改
善・工夫

備考

基本施策（１）家庭における食育の推進の取組み

10
学習の場
の充実

子どもの生活習慣
病予防対策事業

小児期から規則正しい生活習慣を身につ
け、生活習慣病を予防するために、５歳児
肥満度調査や５歳児生活実態調査、幼児
や保護者を対象とした巡回教室、予防相
談などを行う。

巡回教室：対象を5歳児に限定し、再開。　（　31園　941
人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者向けのテキ
ストは希望園に配布（31園1,020部）
子どもの生活習慣病予防相談：令和4年7月24日に開催。
参加者　3名
３歳児肥満対策強化：通年
５歳児生活実態調査：市内幼稚園、保育所、認定こども
園の５歳児に隔年で実施。
　　　　　　　　　　令和4年度は未実施。

幼児期における適切な食生活
や生活リズムについて、幼児、
保護者、関係機関に普及啓発
することができる。

<継続>
令和4年度同様、保護者
向け巡回教室はテキスト
配布による啓発を継続
し、園児対象の巡回教室
については、対象を5歳児
のみ、実施期間を9月～2
月の6か月間に限定して
実施する。

11
情報提供
の充実

地域依頼教室の開
催

地域で実施されている子育て支援事業に
出向いて、食育講話や個別の相談を行
う。

子育て支援　　　　　　 　　  ５地区　　参加者数     １１０人
他課共催・依頼教育関係　  1 回　　 参加者数     　２９人

地域で食に関する情報提供や
技術支援を実施することで、生
涯に応じたライフステージへの
食育を行うことができる。

〈継続〉
地域からのニーズに合わ
せ実施方法を変えてい
る。食に関する情報提
供、体験を行うことで、時
期に応じた食生活につい
て理解することができる。
個別相談に対応すること
で保護者の子育ての不安
解消の一端を担う。

12 食育事業

食生活改善推進団体に委託し、地域住民
が健康的な食生活の知識を身につけられ
るよう、講話や調理実習を取り入れた事業
を行う。

４公民館　　34　人
※Ｒ３より２期（夏・春）にわけて、七夕メニュー、春のおも
てなしメニューを企画。令和4年度から委託事業回数の見
直しを行い、母子保健事業食育事業を４回とした。令和3
年度に実施を計画したが、新型コロナウィルス感染症の
蔓延防止や大雨特別警報発令のため中止となった5か所
の中から4ヵ所で実施。

若い世代に日本の食文化や適
切な食生活について伝え、保護
者と一緒に調理をすることで家
庭で実践するきっかけを作るこ
とができる。

〈継続〉 テーマ設定につい
て、共催公民館と
協議。

13
親子で朝ごはんクッ
キング教室

未就学児とその保護者を対象に、バラン
スの良い朝食を簡単に調理し、試食しま
す。また、食育クイズや生活リズムについ
ての講話を行う。

３回　　保護者１４人　幼児１４人　小学生　７人　　合計３
５人
※コロナ対応として人数を制限は継続したが、例年開催
の夏に戻す形で実施。

子どもが調理に携わることで、
食べ物や食べることに関心を持
つことができる。保護者が子ども
と一緒に家庭で食育を実施でき
る。

〈継続〉 食育推進事業の目
標とする「朝食摂取
率の向上」を普及
する事業として継続

体験の場
の充実

健康課

基本施策（１）　　4 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和４年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改善・

工夫
備考

1

各小中学校において、食育全体計画を
作成し、食教育推進担当教員や栄養教
諭及び学校栄養士等が連携して、食に
関する指導（食べ物の働き、マナー、献
立作成等）を行う。また、米作りや野菜
の栽培・収穫体験をし、食材への興味・
関心を育てる。

・小中学校の食教育推進担当者、栄養教諭及び学校栄
養職員向けに食教育推進担当者会を３年ぶりに対面に
て開催することができ、国・県・市の最新の情報提供を行
うことができた。
・グループ協議において栄養教諭や学校栄養職員が学
校に対して具体的にどんな支援ができるか（児童生徒に
対する個別的な相談指導や保護者への助言、食教育の
授業に関する支援、学校便り・保健便り・給食便り等へ
の情報提供、調理実習の支援等）を話しあうことができ
た。
・ネットワークの整備等において、学校給食課、栄養教諭
と連携して行うことができた。
・グループ協議で話し合いのテーマがあるとよいというご
意見があった。例えば「偏食改善」「黙食の中での楽しい
給食の在り方」等。

各小中学校に食教育推進担当
者を置き、市内全小中学校が
食育全体計画を作成し、必要に
応じて栄養教諭や学校栄養職
員と連携しながら食に関する指
導を行える。

<継続>
オンラインまたはハイブ
リット開催を検討していく。

 小中学校の食教育
推進担当者、栄養教
諭及び学校栄養職員
が集まる食教育推進
担当者会の内容をよ
り充実するために、グ
ループ協議にテーマ
を設定し、各校での
実践につなげていく。
また、栄養教諭や学
校栄養職員に、児童
生徒に対する個別的
相談指導や保護者へ
の助言、食教育の授
業に関する支援、学
校便り・給食便りへの
情報提供、調理実習
の支援等、さらに具
体的に学校に関わっ
てもらえるよう、連携
を強めていきたい。

2

幼稚園において、お弁当の時間に食べ
ることの楽しさを感じられるような指導を
行います。また、野菜の栽培・収穫体験
をし、食材への興味・関心を育てます。

 お弁当の時間を中心に、しっかり噛んでゆっくり味わっ
て食べることの大切さや、みんなで食べるとおいしいとい
う体験を積み重ねていけるよう、食に関する指導を行っ
た。
また、園庭を利用して野菜等を植えたり、愛着をもって育
てたりしながら、食べ物への興味・関心を高めた。また、
みかん狩り等、自然の恵みを感じられる場を保育に取り
入れた。

野菜等を育てることにより、栽
培や収穫の喜びを感じ、食べる
楽しみにつながる。

<継続> 幼稚園での食育に関
する情報交換や情報
提供を行う。

3 学校給食課

各小中学校において、食育全体計画を
作成し、食教育推進担当教員や栄養教
諭及び学校栄養士等が連携して、食に
関する指導（食べ物の働き、マナー、献
立作成等）を行う。また、米作りや野菜
の栽培・収穫体験をし、食材への興味・
関心を育てる。

全校において、各学校の食に関する課題にあったテーマ
を設定し、給食時間、家庭科、学校保健委員会、その他
で計2,076回指導を実施。
小学校　1,835回
中学校　   241回

学校栄養職員・学校栄養教諭
を通して、児童に望ましい食事
のあり方等の食に関する指導を
行い、時間、形態は学校の実
態、裁量に合わせ、効果的な食
教育のあり方を探りながら展開
できる。

<継続>

4 保育課

保育所において、保育士や栄養士が園
児に対して野菜の栽培や調理体験、バ
イキング給食などを行う。

○園の食事や野菜の栽培を通じて、育てる・触れる・収
穫する・調理する等の体験をし、みんなで食べる楽しさを
味わう。
○給食の食材を使用して、クッキングをしたり、バイキン
グ給食を計画し実施している。
　　☆クッキング保育実施回数（公立８園）・延べ回数
250回　　・延べ参加人数　9,045人
　　☆バイキング給食　・実施園　公立8園すべて。　（頻
度・実施年齢は園による）
　　☆主任保育士による食育（公立8園）　・延べ回数
117回　・延べ参加人数　3,820人
　　☆保育課栄養士による食育（公立8園）・延べ回数
16回・延べ参加人数　547人

　食育年間計画を活用し、年齢
にあった体験等を実施すること
で、食に関する興味関心を持つ
心を育てる。
子ども達が食材に触れることに
より、苦手なものも進んで食べ
られるようになったり、食材に関
する話題が増え、食に関する興
味関心を導く。

<継続>

基本施策（２）学校・保育所等における食育の推進の取組み

食に関する指導
の充実

食に関する指導

教育指導課

基本施策（２）　　5 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和４年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改善・

工夫
備考

基本施策（２）学校・保育所等における食育の推進の取組み

5
学校給食地場産
野菜等使用推進事

業

学校給食における地場産農産物等の積
極的な使用に努め、「地産地消」の推進
を図る。また、給食の予定献立表や給
食時間の放送、平塚産野菜ＰＲキャラク
ターを用いた給食を実施し、「地産地消」
について児童へ啓発を行う。

年間使用品目６０品目中平塚産野菜２３品目
品目ベース使用割合３８．３％
重量ベース使用割合１８．２％
野菜以外の地場産品については、サバ、カオリ麺、小松
菜トマトパン、みかんパン、かおり小麦パン、さといもコ
ロッケ、やまゆりポークを使用した。

　　給食を生きた教材として、地
産地消の推進を行うことができ
る。
また、教諭との連携により、学
校給食における地場産品を題
材にした授業を行うことで、児童
の地場産農産物や農畜水産業
への理解の増進につなげること
ができる。

<継続>

6 ふれあい給食授業

小学校に農業や漁業、畜産業の生産者
及び関係者を招いて、小学生が一緒に
給食を食べながら生産者の話を聞き、
地域産業の理解や地産地消の推進に
つなげる。

市内２８校中１１校２９クラスに生産者等関係者を招いて
実施
【食材テーマ】
　学校給食で使用している野菜全般・・・・・・・・・・・・・・７
校
　魚・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２校
　豚肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１校
　加工品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１校
【関係団体等】　ＪＡ湘南、ＪＡ全農、平塚市漁業協同組
合、やまゆりポーク生産者協議会、(株)フリーデンなど

ふれあい給食を通して、地域産
業の理解や地産地消の推進に
つなげることができる。

〈継続〉 　

7 給食試食会

保育所に園児の保護者を招き、園児と
一緒に給食を試食する。また、栄養士の
食育講話も行う。

新型コロナウイルス感染症まん延防止のため未実施 食事の場がコミュニケーション
の重要な場であることを理解
し、年齢にあった味・量・盛り付
け方等を知る。
食事に対する不安や悩みの解
消を図り、食の大切さに対する
意識を向上させる。

<継続>〈コロナ対応のた
め〉

8 開放保育

子育て家庭に対して、開放保育の場で
献立表や食育だよりを配布し、食に関す
る情報提供や相談、簡単クッキング等を
行う。

　・周知方法・・・園内掲示板、園だより発行、平塚市保育
所利用案内、平塚市ホームページでの広報
・実施回数及び参加人数（公立8園）
　　　　　　　　 各園毎週１回　午前中２時間程度
 　　　　　　　　参加人数　　　数名程度（１園1回当たり）

・簡単クッキングの実施はなし

子どもの食事や栄養に関する
相談対応や情報提供を行うこと
で、食事に対する不安や悩みの
解消を図る。
献立表や給食写真の掲示・簡
単クッキング等により、食に関
する興味関心を導く。

<継続>〈コロナ対応のため〉

9 学務課
児童健康教室（子
どもの生活習慣病
予防対策事業）

小学校４年生の肥満度が高い児童を対
象に、医師や栄養士、運動指導士が健
康相談や運動指導を行う。

健康教室（令和４年1２月１８日（日）実施）
参加案内配布人数　１９７人
参加者　　　　　　  ２５人とその保護者

・健康教室は、身体計測・運動指導・医師面談・栄養相
談を実施
・運動講師１名・医師２名、栄養士５名が従事
・健康教室欠席届出者と当日欠席者の６６人に対し、運
動指導内容の資料、栄養士からの食物摂取アドバイス
の冊子、医師作成の生活習慣病対策資料を配布

健康や食事について専門的な
指導・助言を受けることができ、
日々の食事摂取の大切さへの
理解が深まる。

<継続> 参加案内を配布した
児童のうち半数以上
は返信がないため、
養護教諭や担任から
の積極的な声掛けが
必要である

相談・情報提供の充実

給食を活用した
取組みの推進

学校給食課

保育課

基本施策（２）　　6 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和４年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改善・工

夫
備考

1

糖尿病重症化予防
のための健康相談

特定健診の結果から血糖高値で腎機能の
低下が疑われる方を対象に、糖尿病重症化
予防のための食事面等に関する健康相談
を実施し検査値の改善を図る。

・令和4年度特定健診受診者の結果より、8月から月1回
対象者を抽出し通知。通知した数　101人
・糖尿病重症化予防のための健康相談　年間33回開
催。
・保健師、管理栄養士による3回程度の保健指導により
検査値の改善を図る。
・利用者実人数　32人（延べ面接者数63人)、電話での保
健指導60人（延べ120人）
・保健指導利用率　31.7％、終了した者（10人）のうち検
査値が改善した率　80.0%

糖尿病重症化リスクがある対象
者に健康づくりのための食育を
実施できる。

<継続> 事業対象者を見直し、
特定健診の結果、高血
糖で未治療者を対象と
し、栄養指導や生活指
導を実施することで糖
尿病の発症予防や重
症化予防を図る。

2

特定健診結果説明
会

現年度の特定健診の受診者で、内服などの
理由により情報提供レベルになった者に対
し、健診項目の意味、検査結果と体の機能
と関連して起きている状況、すぐにも改善に
取り組める生活習慣のアドバイスについて
講話形式の教室を行い、栄養等指導が必要
な者には管理栄養士による個別相談を実施
した。

健幸教室（健診結果説明会）を9月から2月にかけて月に
1回、計6回実施。
参加者合計：92名（男性26名・女性66名）
年代：70代（71％）・60代（18％）・50代（9％）・40代（2％）
教室実施後のアンケートより、「説明会の内容が今後に
活かせると思うか」にて、「とても思う」「思う」と回答した
方97％。

食生活指導や食事療法へのア
ドバイスを行い、効果的に食生
活改善を行う。

<拡充・充実> 　令和4年度は9月から
実施したが、結果返却
が8月からのため参加
者が募集定員に満たな
かった。令和5年度は実
施期間を11月からとす
る。
参加の89％が60代・70
代であり、その要因とし
て、開催がいずれの日
程も平日のお昼ごろで
あったためと考えられ
る。令和5年度はオンラ
インでの開催、動画の
公開を行い、若年層が
参加しやすい環境づくり
を心掛ける。

3 保険年金課
健康教室（ライフス
テージ別）

ライフステージに応じた教室を実施し、年齢
ごとの課題について、知識や技術を提供す
る。

（１）＜低栄養及びフレイル予防の周知のための献立作
成＞リーフレット作成のための１食分の献立と調理過程
等の写真撮影を食生活改善推進団体への委託事業とし
て行った。

（２）下記の事業はコロナの影響ですべて中止となった。
＜男の料理教室＞公民館と共催
内容：男性対象の高齢者のための健康教室で１日目は
低栄養予防など栄養についての講話と調理実習を実
施。２日目は口腔の維持を行うための口腔体操を行う。
＜フレイル予防のための料理講座 ＞　中央公民館と共
催
内容：高齢者の低栄養予防や口腔体操など介護予防に
ついての講話と調理実習

フレイルを栄養から予防するた
めにはたんぱく質とエネルギー
不足に注意が必要であり、その
事例として１食分の献立を作
成、調理過程の撮影、データ化
を行った。作成にあたり日常の
食生活・献立への取り入れやす
さ、再現のしやすさに考慮した
結果、高齢者の低栄養予防に
より効果的な媒体として活用で
きると考えている。

<継続> フレイル予防をテーマと
し、低栄養予防を中心
に高齢者の食生活につ
いて引き続きリーフレッ
ト等の媒体作成や講話
を行う。また高齢者の
食生活改善事業として
今年度作成した献立等
をもとに調理実習を行
う。調理実習に於いて
は感染状況を鑑みなが
ら、感染症対策や方針
に則して行う。

基本施策（３）地域における食生活改善のための取組みの推進

保険年金課

生活習慣病の
予防・改善の
ための食育の
推進

基本施策（３）　　7 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和４年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改善・工

夫
備考

基本施策（３）地域における食生活改善のための取組みの推進

4 健康教室（疾病別）

慢性腎臓病の予防・改善のための知識の習
得ができるように講座を実施する。

慢性腎臓病予防講座（講話）
実施日：令和4年11月17日（木）
参加者数：35人
内容：医師による講話と管理栄養士の話
管理栄養士からは腎臓病を予防するための食事につい
て講話を実施した。また、参加者に味噌汁を試飲しても
らい、塩分の感度について確認をした。
周知方法：広報ひらつか、市ウェブ、周知チラシ、ほっと
メール

　適切な食事量、食事内容、塩
分摂取量について情報提供が
できる

〈継続〉 他職種と連携した講座
での普及啓発を行う。

5
健康教室（ライフス
テージ別）

年期世代の女性に対して、課題や対処法に
ついて情報提供する。

骨密度測定に参加した女性に対し、更年期について情
報提供するための資料を配布した。（自由配布）

実施回数：２回（令和４年８月１８日市役所、９月５日保健
センター）

健康増進事業に参加した方に
対し、ライフステージに合わせ
た情報提供や普及啓発が実施
できる。

〈継続〉 情報提供のための媒体
の充実

6 運動教室

生活習慣病予防において大切な運動の実
践（健康運動指導士による）とともに、適正
な食生活について情報提供を行う。

運動教室「すっきりボディを手に入れたいあなたへ」の実
施（保健師と連携）
周知方法：広報ひらつか、市ウェブ、チラシ、ライン
実施内容：６日間コースの２日目、５日目に食事に関する
講話を実施
（火曜日コース、日曜日コースの２クール）　教室の中
で、運動の部分は民間に委託して実施
参加者数：火曜日コース２日目　令和４年１０月　４日
２３人・ ５日目  １１月 ２９日 　１７人
日曜日コース２日目　令和５年　１月２９日　　２０人・ ３月
５日　　１７人・ ３月１９日　　１３人

適正体重、適正な食事量、減塩
など生活習慣病予防につなが
る健康づくりのための食生活に
関する情報提供ができる。

<継続> 食事に関する講話の内
容や媒体の充実

7
生活習慣病予防
料理教室

地域で活動している食生活改善推進団体に
委託して、地区公民館で高血圧予防の料理
教室、普及事業を実施する。

「高血圧予防クッキング教室」の実施
　６地区（旭南、岡崎、吉沢、大野、城島、富士見）の公
民館で実施　　参加者数：８９人
「減塩普及事業」の実施
　6地区（花水・神田・旭南・旭北・土屋・中央）公民館で
実施　　85人

地域住民に近い存在である食
生活改善推進員による調理指
導と管理栄養士による高血圧
予防の講話により、減塩等につ
いての普及啓発ができる。
減塩普及事業は、健診結果説
明会において塩分チェックシー
トにおいて減塩の意識付けを行
うことができた。

<継続>
社会情勢の変化と
食材高騰のため、
実施回数の見直し
を行う。

実習献立と講話の内容
を充実させて実施する

健康課

生活習慣病の
予防・改善の
ための食育の
推進

基本施策（３）　　8 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和４年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改善・工

夫
備考

基本施策（３）地域における食生活改善のための取組みの推進

8 健康課

生活習慣病の
予防・改善の
ための食育の
推進

健康相談

生活習慣病の予防・改善のため、生活環境
に即した食事についてや介護予防につなが
る食事についての個別相談を実施します。

（健康相談）
ヘルスアップ相談・高血圧相談を 38回実施  　　　 　　延
べ相談者数  157人
相談者の希望日時での健康相談　　　　　　延べ相談者
数　10人
上記以外での来所相談（所内指導日計表より）
延べ相談者数　　2人
生活習慣病を主訴とした電話相談（所内指導日計表よ
り）延べ相談者数　４9人
家庭訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ相談者数　0
人

生活保護受給者の健康管理支援事業(生活福祉課）、国
保被保険者、後期高齢者被保険者(保険年金課）に関す
る保健指導実績は別紙

生涯におけるライフステージに
応じた食育、生活習慣病予防に
つながる健康づくりのための食
育を実施することができる。

〈拡充・充実〉 相談希望者が増加した
ことより、ヘルスアップ
相談、高血圧相談を日
数を増やし対応。地域
公民館開催も実施す
る。

9 保険年金課 健康相談

生活習慣病の予防・改善のため、生活環境
に即した食事についてや介護予防につなが
る食事についての個別相談を実施する。

 内容：食生活に関する相談
＜訪問＞　件数：2件　　延人数：2人
＜来所＞　件数：1件     延人数：1人

個々の状況に合った食生活指
導や食事療法へのアドバイスを
行い、効果的に食生活改善を
行う方法を伝達した。

〈継続〉 高齢者の低栄養に関す
る相談は、よろず相談
センター等と情報共有・
助言しているケースも
多い。個別の健康相談
についても現状の方法
で実施する。

10 歯科健康教室

生活習慣病と歯科疾患との関係についての
知識や、予防方法についての教室を開催す
る。

○歯科医からきく　健康の秘訣講座
　新型コロナ感染症蔓延防止のため、中止。
○歯科健康教室
　大人のためのむし歯予防講座：開催回数：１回　参加
者数　９人＊ 大人のためのオーラルケア講座、お口の
体操、口臭予防については、新型コロナ　感染拡大防止
策のため中止。
○糖尿病予防教室や地域からの依頼での歯周病予防
等について普及啓発。　地域からの依頼については、受
付せず。
　回数：１回　　参加者数：１９人

生活習慣病予防につながる健
康づくりのために情報提供を行
い、日頃から実践できることを
提案した。

<継続><コロナ対応
>
内容を一部変更し、
縮小して実施

新型コロナ感染症予防
対策を講じながら、健
康づくりのための情報
提供を行っていく。ま
た、状況にあわせて臨
機応変に対応すること
とする。

11
食事バランスガイド
などの活用

健康づくりのための食生活の実現に向けた
教育の際、食育ガイドや食事バランスガイド
など、栄養バランスなどに配慮した食生活を
送るための指針を活用する。

【活用状況】
食事バランスガイド：食生活改善推進員養成講座など

生活習慣病予防につながる健
康づくりのための食育を実施す
ることができる。

<継続>

12
健康づくり情報の
発信事業

食を通した健康増進に関する知識をＦＭ放
送（ＦＭナパサ）やほっとメールひらつか（ひ
らつか子育て応援メール）等で発信する。

FM湘南ナパサ放送：２回(電話出演）
ほっとメールひらつか発信：２回
広報ひらつか掲載：３回（高血圧予防について普及啓
発）

生活習慣病予防につながる健
康づくりのための食育を実施す
ることができる。

<その他>広報ひら
つかでの高血圧予
防普及啓発は今年
度のみの実施とな
る。令和５年度の普
及啓発について
は、媒体や内容等
を検討する。

13 野菜プロジェクト

６月の食育月間に幼児健診を受診される保
護者を対象として、「野菜を１日３５０ｇ以上
食べる」ためのＰＲや体験事業を実施する。
また、ポスター等の掲示により普及啓発を行
う。

６回　２５６人

※掲示による普及啓発
※農水産課の協力を得て、地場産農産物に関する普及
啓発も同時実施。

多様な場で生活習慣病予防に
つながる健康づくりのための食
育を実施することができる。

<継続>
対面ではなく掲示
物での普及啓発と
する。

壮年期の生活習慣病
発症予防を目的とし、
野菜摂取総量の少ない
若い世代への普及啓発
を継続。

生活習慣病の
予防・改善の
ための食育の
推進

健康課

食に関する
普及・啓発

基本施策（３）　　9 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和４年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改善・工

夫
備考

基本施策（３）地域における食生活改善のための取組みの推進

14 中央公民館

公民館事業での
食育の推進

公民館事業において、料理教室などを通じ
た食育の機会を提供する。

タネイモの苗植えから収穫を体験する「ふれあいファー
ム」や、食と健康を結ぶ「高血圧予防事業」など、幅広い
世代が食育を学べるように事業を展開した。
今年度は対面形式の事業実施が前年度より実施しやす
くなった影響もあり、事業数を大幅に増やすことが可能
になった。

２６事業　延べ３９２人

幅広い世代の方が参加できる
食育の学習機会を提供すること
で、食への関心を高めることが
できる。
地場産の食材を取り入れた料
理教室を実施することで、農作
物や生産者へ感謝の心を育む
ことができる。

<継続>＜拡充・充
実＞

新型コロナウイルス感
染症対策は緩和された
が、引き続き衛生管理
に気をくばりつつ、事業
が開催できるよう工夫し
ていく。

15 保険年金課

高齢者よろず相談センター・公民館・自治
会・地区社会福祉協議会などと協働し、地
域に出向いて食に関する健康講話や健康
相談を行う。

＜栄養講話＞
開催回数：１５回
参加者数：222人

地域住民へ高齢期の栄養に関
する情報や食生活のポイント
（効果的にたんぱく質を摂取す
ること、エネルギー不足に注意
すること）の周知に努めた。

<継続> 見てわかる媒体を使
い、食事のポイントをわ
かりやすく伝えるような
工夫を行う

16 健康課

公民館や自治会、地区社会福祉協議会など
と協働し、地域に出向いて食に関する健康
講話や健康相談を行う。

健診結果説明会（保険年金課主催）
　　6地区　　 講話　　９２名
　　　　　　　相談　　３７名

高血圧症等の生活習慣病予
防、重症化予防のための食育
が実施できる。

<継続>

地域における食
育に関する情報
提供の充実

地域依頼教育

基本施策（３）　　10 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和4年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改
善・工夫

備考

1
食生活改善推進員

の養成

地域での食生活改善活動に必要な知識と実
践のための技術を習得するための講座を開
催する。

平塚市食生活改善推進員養成講座の実施（７月～１２
月）
　実施回数：8回（うち、調理実習４回実施）
　参加者数：延１０３人

人とのふれあいを通じた食育が
実施できる。（講座の中で、受講
者と現役会員が交流する機会
あり）

<継続>

2
食育に関するボラ
ンティアへの育成と
活動への支援

・食生活改善推進員が各地域の特色を活か
した活動が実施できるよう支援する。
・班長会等において、会員の育成や活動し
ていくにあたっての支援をする。

役員会、定例会、班長会、離乳食教室リハーサル、レシ
ピ作成の際の助言・指導

実施回数： ２４回
延べ人数：４０７人

その他
会員の高齢化、役員・班長のなり手不足など、全体が抱
える課題について、健康課発案で班長会の場を活用した
情報交換会を1回実施した。

人とのふれあいを通じた食育が
実施できる。

<拡充・充実> 地域活動を充実さ
せるための支援、
学習の場の提供を
行う。新規で会員を
対象にした交流会
を健康課主催で実
施する。

3
食育推進に関
する情報提供の

推進

食育活動の情報の
共有化

地域で食育活動を実施している団体（食育
推進会議委員）の活動状況を把握し、行政
と市民の協働による食育の推進を図る。

食育推進会議開催
開催回数：２回(うち書面会議1回）
　令和３年度食育推進の進捗状況について
　令和４年度食育推進事業の展開について
　次期食育推進計画改定作業について

生涯におけるライフステージに
応じた食育,人とのふれあいを
通じた食育が実施できる。

<継続>

基本施策（４）食育推進運動の展開

マンパワーの
育成や活動支
援への取組み

健康課

基本施策（４）　　11 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和4年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改
善・工夫

備考

1 市内直売所

平塚市公式ホームページで市内の野菜、果
樹、花きを販売する直売所を紹介する。

農家情報等を確認し、直売所５件の情報を最新の内容
に更新した。

市内生産者の情報を広く発信
することにより、地産地消や食
育の推進を図る

〈継続〉 適時ホームページ
以外でも紹介の機
会を捉え、振興に努
めていきたい。

2
地場産品
PRイベント

「軽トラ・ファーマーズ」や「地どれ魚直売会」
などを通じて、生産者と消費者の相互理解と
地産地消を推進する。また、農水産物と調
理方法、生産者を紹介するテレビ番組を制
作・放送するとともに、YouTubeで情報の一
部を配信するなど、農水産物ＰＲ事業を実施
する。

【軽トラ・ファーマーズ】
実施日　１２月３日　　高村まつり
実施日　　３月５日　　第２９回なでしこ公民館まつり
【地どれ魚直売会】
実施日　４月２２日、５月２７日、６月２４日、７月２２日、８
月１９日、　９月１６日、１０月２８日、１２月２日、１２月１６
日　計９回
【農業PR】
平塚産農水産物PR番組「ひらつか食べCIAO!!」
　回数：２回
　内容：YouTube配信

各イベントで、平塚産農水産物
の販売やＰＲを行い、地産地消
の推進を図る。

〈継続〉 イベント開催による
PRに加え、ＳＮＳを
適宜活用し、幅広く
周知していく。

3 ふれあい給食授業

小学校に農業や漁業、畜産業の生産者及
び関係者を招いて、小学生が一緒に給食を
食べながら生産者の話を聞き、地域産業の
理解や地産地消の推進につなげる。

・勝原小学校において、やまゆりポーク生産者協議会か
らの豚肉の寄贈に伴うふれあい給食を実施した。

農業、漁業、畜産業の生産者の
話を直接聞くことで、食への興
味をもってもらい理解を深める。

〈継続〉 　学校給食課が主
体となり、全農の担
当者と連携して事
業を行うことができ
た。来年以降もこの
形で協力が続けら
れると良いと思う。

4
産業振興
課

湘南ひらつかふれ
あいマーケット

生産者と市民によるふれあいの場の創出や
地場産業の振興を図るため、地場産品の販
売拠点として毎月１回開催する。

開催回数　１２回（毎月第４日曜日開催）
来場者数　約7,000人
内　　容
　感染防止対策を講じたうえで安全に開催できるよう出
店者会を支援し、生産者と消費者によりふれあいの場の
創出を図りました。
　周知方法は、広報ひらつか、市ホームページ、市SNS
等。

生産者が市民と直接ふれあい
ながら平塚産の野菜や干物、湘
南ひらつか名産品等を販売す
ることで地場産品の周知や理解
が進み、地産地消の推進が図
られる。

〈継続〉 イベント等の開催や
ポイントカードの周
知等で来場者の定
着を図ります。ま
た、出店店舗の募
集を強化し、新規の
来場者を増やすこ
とで、更なる生産者
と消費者とのふれ
あいの場の創出を
目指します。

5
親子ふれあい体験

（農業）

ひらつか花アグリ内で、農産物の栽培管理
や収穫を体験する親子野菜づくり教室、採
れたて野菜で試食会を開催する。

春・秋、各全２回の教室を開催した。
春①種・苗植付け体験　…　７組18人（大人10人・子供８
人）
春②収穫・試食体験　　…　９組24人（大人11人・子供13
人）
秋①種・苗植付け体験　…　12組35人（大人19人・子供
16人）
秋②収穫・試食体験　　…　11組31人（大人18人・子供13
人）

親子そろって野菜づくりの過程
を体験し、収穫直後の野菜を食
べることで旬で新鮮な農産物の
おいしさや農業の大切さについ
て理解を深める。

<継続>

6 ヒラメの稚魚放流

小学生を対象に遊漁船に乗船し、ヒラメの稚
魚を放流する体験を船上から行う。

※ヒラメの稚魚放流は実施したが、日程（R4.8.2実施）等
の都合により、小学生による放流体験はなかった。

稚魚の放流や環境面から海を
直接見ることで、水産業に親し
みと理解を深めてもらう。

<継続>

農水産課

基本施策（５）生産者と消費者の交流の促進及び環境との調和のとれた農水産業の活性化

地産地消の
推進

農水産業に関
する理解を深め

る
農水産課

基本施策（５）　　12 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和4年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改
善・工夫

備考

基本施策（５）生産者と消費者の交流の促進及び環境との調和のとれた農水産業の活性化

7 農水産課

市民農園の
利用区画数
の増加

市民農園

農業委員会等関係団体と連携しつつ、毎年
１園程度開設する。

　市民農園の開設についてはホームページでの周知を
行ったが、開設に適した候補地が現れなかったため開設
の支援は行っていない。
 広報ひらつかで農園の利用者募集等周知を行うととも
に、ホームページが見やすくなるようレイアウト等を修正
した。

市民農園で農作業をすること
で、農業の難しさと、収穫の喜
びを家族で実感することにより、
食べ物の大切さを認識できる。
様々な農作物を栽培すること
で、食べ物に興味を持ち、食事
の大切さを再確認できる。

<継続> 市内市民農園は現在
２３園開設しており、一
部の農園では空き区
画が出ている。
感染症拡大の影響に
より利用者ニーズが高
まり空き区画が減少し
ているが、埋まるよう
利用者募集に努めて
いく。あわせて既存農
園の配置を考慮しな
がら、適地があれば開
園の周知についても
検討する。

8
水産業を体験す
る機会の充実

体験乗船

小学生を対象に遊漁船に乗船し、沖に張ら
れた定置網や潮目を観察した後、相模湾を
遊覧する。

令和4年7月4日実施。港小学校5年生3クラス 地元漁業者が働く海を直接見る
ことで、水産業に親しみと理解
を深めてもらう。

<継続>

9 魚食普及事業

湘南ひらつか魚まつり朝市、魚のさばき方
教室などを通して、魚食の普及を図ります
（湘南ひらつか魚食普及協議会主催）。

・湘南ひらつか魚まつり　令和4年11月6日に開催

※魚のさばき方教室は開催実績なし

平塚漁港に水揚げされた水産
物等の購入やさばく機会を増や
し、地産地消や魚食の推進を図
ることができる。

<継続>

10 産業振興課
シイラの普及促進
（情報提供）

当課が実施している、異業種の事業者同士
の新商品の開発や新事業の創出、販路拡
大等への取組みに対し、専門家派遣や出店
費補助、開発費補助等の支援を行う産業間
連携ネットワーク制度を活用し、市内事業者
（平塚市漁協、((有)鳥仲商店、進和学園）が
プロジェクトを組み平塚のプライドフィッシュ
「シイラ」を使ったお惣菜やバーガーを開発。
プロジェクトは、平塚市漁協が中心となり、
現在は、鳥仲商店でシイラを使ったお惣菜
等を販売しているほか、平塚市漁協が開催
する地どれ魚直売会等のイベントで、プロ
ジェクトで開発した商品やロゴマークを使っ
て、継続的に普及促進を図っている。

http://www.jf-hiratsuka.org/hiratsuka-shiira-pjt
（URL：平塚市漁協ホームページ　シイラプロジェクト）

http://www.jf-hiratsuka.org/tag/hiratsuka-shiira
（URL：平塚市漁協ホームページ　シイラプロジェクトブロ
グ）

地産地消が図られる

農水産課

魚食の
普及活動

基本施策（５）　　13 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和4年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改
善・工夫

備考

1 社会教育課
村井弦斎による
食育の思想の

継承
村井弦斎まつり

「ふるさと歴史再発見事業」の一環として、
村井弦斎公園において年に１回、市民との
協働により開催する。明治時代の料理を現
代風にアレンジした料理の展示、販売など
により、当時の食文化を偲ぶことができる。

３年ぶりの開催を予定し、準備を進めていたが、台風14
号による荒天のため中止（9/16（金）実行委員長判断）

村井弦斎まつりにおいて、小説
『食道楽』の内容紹介や食道楽
レシピの再現料理により、食育
の大切さを周知することができ
る。

<継続> 弦斎まつり
開催時に
は、食育の
内容が記載
してある小冊
子を配布して
いた。
令和４年度
は食道楽弦
斎食育かる
たを用いた
「釣りかるた」
を実施する
予定だった。

2 健康課
食文化を継承す
る活動に対する

支援

食育ボランティアの
活動に対する支援

地域で食文化を継承する教室を始め、様々
な活動を展開している食育ボランティアに対
し、支援を行う。

食生活改善推進団体への委託事業として実施。献立作
成や実施に関する支援を行った。
＜地域親子食育クッキング＞
　・6，7月　3公民館で予定するが、蔓延防止重点措置期
間、台風の影響により1地区のみ実施。（松原公民館　七
夕料理　3組7名）
　・2，3月　3公民館で予定するが、蔓延防止重点措置期
間により3地区中止（春のおもてなし料理）

人とのふれあいを通じた食育が
実施できる。

<継続> 日本の伝統行事に
あわせた食育を実
施していけるよう、
支援していく。

3 学校給食課
食文化の継承
事業の充実

学校給食における
食文化の継承

学校給食での行事食を通じて、食文化や食
習慣を伝える取り組みを行う。

４月：入学・進級祝い（お祝いデザート）
５月：端午の節句   （ちまき）
６月：歯の衛生週間（凍り豆腐のみそ炒め,大豆と豚肉の
中華煮,大豆とまぐろのかりんとうがらめ,昆布と豚肉の炒
り煮）
７月：七夕  　　　 （星形メンチカツ、七夕汁、七夕水まん
じゅう）
９月：十五夜　　　（月見団子）
10月：ハロウィン　（かぼちゃグラタン）
11月：紅葉　　　　（ふきよせごはん）
12月：冬至　　   　（とり肉のゆず風味焼き、かぼちゃほう
とう）
12月：クリスマス　（クリスマスデザート）
１月：正月　　　　（松風焼き風ハンバーグ、なます風サラ
ダ、白玉雑煮）
１月：鏡開き 　　  （おしるこ）
２月：節分 　　   　（いわしの中華ソース、福豆）
３月：ひなまつり　（五目ずし，ひなあられ）

行事食を通して食文化の啓発
ができる。

<継続>

4 中央公民館
食文化の継承
事業の充実

公民館における食
文化継承事業の実

施

地域の協力を得て、家庭で作られる機会が
少なくなった季節の料理（おせち料理など）
や、伝統行事（だんご焼きなど）の食文化を
継承する講座を実施する。

新型コロナウイルス感染症対策が緩和されたため様々
な事業を実施した。
姉妹都市のリトアニアの食文化をテーマとした事業な
ど、例年とは違った知識や体験を学ぶことができた。

４事業　　延べ２２６人

昔から受け継がれてきた料理
や伝統行事の食文化を理解し、
食の大切さを再認識することが
できる。また、食文化を通して海
外のことを知るきっかけにもなっ
た。
食を通して家族や地域のつな
がりを深めることができる。

<継続>＜拡充・充実＞ 新型コロナウイルス
感染症対策は緩和
されたが、引き続き
衛生管理に気をく
ばりつつ、事業が
開催できるよう工夫
していく。

基本施策（６）食文化の継承、展開のための活動の支援

基本施策（６）　　14 ページ



課名 取組みの名称 計画事業名 事業内容 令和4年度事業実績 事業の効果（食育推進の視点） 次期取組
次期取組での改
善・工夫

備考

1
市民情報・
相談課

食の安全・安心
に関する講座
の開催

消費生活展

消費者団体の協力のもと、市民が食・環境・
日常生活における幅広い消費生活に関心を
持って行動してもらえるような情報提供を中
心に開催する。

【消費生活展】
参加予定の浅間祭が新型コロナウイルス感染症の影響
で中止のため、多目的スペースでパネル展として実施。
令和4年10月3日(月）～20日（木）

5消費者団体が出展、行政から当課を含め３課が出展。
期間中、各団体のパネルを見て解答するクイズを実施。
クイズ参加者には、エコバックとエシカル消費に通じる
グッズ、消費者被害未然防止チラシやパンフレットを配布
した。クイズの参加者９４人。

食品添加物、たんぱく質を取る
大切さ、エシカル消費など食に
関する展示しており、食育の情
報提供・普及啓発活動の周知を
行うことができた。また、市役所
の多目的スペースでの開催と
なったので、消費生活や市民活
動に関わりのうすい市民にも情
報提供ができた。

〈継続〉<コロナ対応〉
浅間祭が開催されれば参
加し、各団体のブースで展
示の説明を聞いて回るスタ
ンプラリーを実施、開催され
ない場合は４年度と同様に
パネル展として実施となる
が、パネル展を原則の開催
方法とするかも検討中。

2 学校給食課
学校給食での
取組の推進

学校給食での
食の安全

残留農薬検査、Ｏ－１５７細菌検査、一般細
菌検査を実施する。

物資選定委員会を開催し、各食材が食品衛生法の基準
にあったものであるか、産地、加工地、成分表、各検査
証明書等で安全性の確保に努めた。
市物資選定委員会２回開催　生鮮物資選定委員会１１
回開催
食材や提供食について、残留農薬検査、Ｏ－１５７細菌
検査、一般細菌検査を実施した。
残留農薬検査２回実施　Ｏ－１５７細菌検査３回実施　一
般細菌検査４回実施

各検査を実施することで、食の
安全を実証できる。

<継続>

基本施策（７）食の安全性、栄養・その他食に関する調査、情報提供

基本施策（７）　　15 ページ
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はじめに 

 

この冊子は、令和５年１月に実施した「平塚市民の健康意識及び食育推進の

ためのアンケート調査」の結果を取りまとめたものです。 

平成２７年３月に策定した「第２期平塚市健康増進計画」及び「第２次食育

推進計画」は、令和６年度までの１０年間を計画期間としておりましたが、国

の「健康日本２１（第三次）」に合わせ、現行の計画期間を１年間短縮し、第３

次計画（令和６年～令和１７年）を策定することにいたしました。 

今回実施したアンケート調査では、その基礎資料として、市民の皆様の健康

に関する意識や生活習慣等を把握しました。この結果を、これからの保健事業

及び計画策定の参考にしていくとともに、市民の皆様の健康づくりや食育の推

進にも御活用いただければ幸いです。 

 最後に、この調査に御協力いただいた市民の方々、関係機関の方々に厚く御

礼を申し上げます。 

 

 

令和５年６月 

 

                             平塚市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目次 

はじめに 

 

第 1章 調査の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

１ 調査の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

２ 調査方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

３ 調査票の配布及び回収結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

４ 回答者の属性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

第２章 結果の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５ 

１ あなた自身のことについて（問６）・・・・・・・・・・・・・  ６ 

２ 運動習慣について（問７・問８）・・・・・・・・・・・・・・  ６ 

３ 睡眠と休養について（問９・問１０）・・・・・・・・・・・・  ７ 

４ 飲酒と喫煙について（問１１～問１６）・・・・・・・・・・・  ８ 

５ 歯の健康状態や衛生習慣について（問１７～問１９）・・・・・ １１ 

６ 生活習慣病予防・介護予防について（問２０～問２４）・・・・ １３ 

７ 食育や食生活について（問２５～問３６）・・・・・・・・・・ １５ 

８ 自由意見 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２３ 

第３章 資料編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４ 

調査票等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５ 

 



第１章　調査の概要
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（１）調査票配付数

（２）有効回収数　　 　 

（３）有効回収率　　　　

（４）地区別状況

区　分 

 地　区

総　数 2,995 1,060 1,935 35.4

海　岸 469 177 292 37.7

平　塚 480 171 309 35.6

大　野 661 232 429 35.1

豊　田 54 19 35 35.2

城　島 42 10 32 23.8

岡　崎 121 39 82 32.2

金　田 132 47 85 35.6

神　田 260 87 173 33.5

金　目 219 82 137 37.4

土　沢 76 32 44 42.1

旭 486 157 329 32.3

戻り／地区不詳 -5 7 － －

（４）調査区域　　　平塚市全域

（５）調査方法　　　・郵送配布
　　　　　　　　　　・郵送回収（料金受取人払いの返信用封筒を添えて郵送）
　　　　　　　　　　　又はe-kanagawa電子申請システムでの回答

（６）調査期間　　　２０２３年１月１６日～２月１０日

　本市の保健事業及び食育を推進していくための基礎資料として活用するとともに、平塚市健康
増進計画と平塚市食育推進計画の達成状況を確認する。

（１）調査対象　　　２０２２年１２月１日現在で住民基本台帳に登録された１８歳以上の男女

１　調査の目的

２　調査方法

（２）調査人数　　　３，０００人

（３）抽出方法　　　住民基本台帳に基づき無作為抽出

３　調査票の配付及び回収結果

実質標本数

Ａ

有効回収数

Ｂ

未回収数

Ｃ＝Ａ－Ｂ

有効回収率
（％）
Ｂ／Ａ

発送　　　　３，０００件

戻り　　　　　　　　５件

実質標本数　２，９９５件

　　　　　　１，０６０件

　　　　　　　３５．４％
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①男性 6 29 37 65 70 90 109 47 0 453

②女性 12 52 57 109 103 84 141 45 0 603

③その他 0 1 1 0 0 0 0 0 1 3

④未回答 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

合　計 18 82 95 174 173 174 251 92 1 1060

①学生 16 18 1 1 0 0 0 0 0 36

②自営業 0 0 2 9 7 14 16 4 0 52

③会社員・公務員・団体職員 0 49 56 84 86 48 9 1 0 333

④パート・アルバイト 1 8 15 41 41 29 35 1 0 171

⑤主夫・主婦ほか家事専業 0 4 16 28 22 42 70 9 0 191

⑥無職 0 2 2 9 8 34 117 73 0 245

⑦その他 1 1 3 2 9 6 3 3 0 28

⑧未回答 0 0 0 0 0 1 1 1 1 4

合　計 18 82 95 174 173 174 251 92 1 1060

①１人暮らし 0 16 5 11 13 22 32 13 0 112

②夫婦のみ（１世代） 0 6 11 21 44 78 120 38 0 318

③親と子（２世代） 13 47 65 123 94 55 74 33 0 504

④祖父母と親と子（３世代） 5 7 12 11 17 12 13 2 0 79

⑤その他 0 6 2 8 5 7 12 6 0 46

⑥未回答 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

合　計 18 82 95 174 173 174 251 92 1 1060

総数未回答

２　職業

 属　性

４　回答者の属性

年　齢 
10代 20代 30代

１　性別

３　世帯構成

80代
以上

40代 50代 60代 70代
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第２章　結果の概要
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１　あなた自身のことについて

１　低体重（BMI18.5未満） 103 (9.7%)
２　普通体重（BMI18.5以上25未満） 718 (67.7%)
３　肥満（BMI25以上） 225 (21.2%)
＃　未回答 14 (1.3%)

２　運動習慣について

１　毎日 118 (11.1%)
２　週に５～６日 112 (10.6%)
３　週に３～４日 163 (15.4%)
４　週に１～２日 264 (24.9%)
５　なし 355 (33.5%)
６　その他 20 (1.9%)
♯　未回答 28 (2.6%)

問６　あなたの身長と体重を数字で記入してください。（身長と体重から換算した体格指数（ＢＭＩ）で区分）

問７　体を動かすなどの運動を30分以上している日はどのくらいありますか。

１ 低体重（BMI18.5未満）

２ 普通体重（BMI18.5以

上25未満）

３ 肥満（BMI25以上）

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『身長と体重』について聞いたところ、「普通体重（BMI18.5以上25未満）」が67.7%で最も多く、次
いで「肥満（BMI25以上）」が21.2%と続いている。

≪結果の要約≫

『体を動かすなどの運動を30分以上している日はどのくらいありますか』と聞いたところ、「なし」が
33.5%で最も多く、次いで「週に１～２日」が24.9%、「週に３～４日」が15.4%と続いている。

１ 毎日

２ 週に５～６日

３ 週に３～４日

４ 週に１～２日

５ なし

６ その他
♯ 未回答
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１　１年以上 536 (82.7%)
２　１年未満 112 (17.3%)
※回答者のみ集計（割合は回答者に占める数値）

３　睡眠と休養について

１　とれている 344 (32.5%)
２　だいたいとれている 487 (45.9%)
３　あまりとれていない 194 (18.3%)
４　全くとれていない 10 (0.9%)
＃　未回答 25 (2.4%)

問８　その運動はどれくらいつづいていますか。（問７で運動をしていると回答した方で集計）

問９　ここ１か月間、睡眠による休養が十分にとれていますか。

１ １年以上

２ １年未満

≪結果の要約≫

『その運動はどれくらいつづいていますか』と聞いたところ、「１年以上」が82.7%と「１年未満」
を上回っている。

１ とれている

２ だいたいとれている

３ あまりとれていない

４ 全くとれていない
＃ 未回答

≪結果の要約≫

『ここ１か月間、睡眠による休養が十分にとれていますか』と聞いたところ、「だいたいとれてい
る」が45.9%で最も多く、次いで「とれている」が32.5%、「あまりとれていない」が18.3%と続いて
いる。
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１　大いにある 183 (17.3%)
２　少しある 603 (56.9%)
３　ない 195 (18.4%)
４　わからない 47 (4.4%)
＃　未回答 32 (3.0%)

４　飲酒と喫煙について

１　毎日 225 (21.6%)
２　時々 252 (24.2%)
３　ほとんど飲まない、飲めない 532 (51.1%)
＃　未回答 33 (3.2%)

問１０　現在、ストレスがありますか。

問１１　お酒を飲む頻度はどれくらいですか。（２０歳以上回答）

１ 大いにある

２ 少しある

３ ない

４ わからない
＃ 未回答

≪結果の要約≫

『現在、ストレスがありますか』と聞いたところ、「少しある」が56.9%で最も多く、次いで
「ない」が18.4%、「大いにある」が17.3%と続いている。

１ 毎日

２ 時々

３ ほとんど飲まな

い、飲めない

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『お酒を飲む頻度はどれくらいですか』と聞いたところ、「ほとんど飲まない、飲めない」
が51.1%で最も多く、次いで「時々」が24.2%と続いている。
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１　１合未満 241 (51.5%)
２　１合以上２合未満 131 (28.0%)
３　２合以上３号未満 69 (14.7%)
４　３合以上 27 (5.8%)
※回答者のみ集計（割合は回答者に占める数値）

１　吸っていない 669 (64.2%)
２　過去に吸っていた 220 (21.1%)
３　吸っている 121 (11.6%)
＃　未回答 32 (3.1%)

問１２　１日に飲むお酒の量はどれくらいですか。（問１１で「毎日」又は「時々」飲酒すると回答した方で集計）

問１３　現在の喫煙状況をお答えください。（２０歳以上回答）

１ １合未満

２ １合以上２合未満

３ ２合以上３合未満

４ ３合以上

≪結果の要約≫

『１日に飲むお酒の量はどれくらいですか』と聞いたところ、「１合未満」が51.5%で最も多く、次
いで「１合以上２合未満」が28.0%、「２合以上３合未満」が14.7%と続いている。

１ 吸っていない

２ 過去に吸っていた

３ 吸っている

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『現在の喫煙状況をお答えください』と聞いたところ、「吸っていない」が64.2%で最も多く、次い
で「過去に吸っていた」が21.1%と続いている。
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１　はい 110 (94.0%)
２　いいえ 7 (6.0%)
※回答者のみ集計（割合は回答者に占める数値）

１　受動喫煙を知っているので、「受動喫煙をしない・
させない」ための行動をとっている 614 (57.9%)

２　受動喫煙を知っているが、「受動喫煙をしない・さ
せない」ための行動をとっていない 281 (26.5%)

３　受動喫煙を知らない 91 (8.6%)
＃　未回答 74 (7.0%)

問１４　タバコを吸わない人のことを考えて分煙を心がけていますか。

問１５　受動喫煙についてうかがいます。

　　　　（問１３で「吸っている」と回答した方で集計）

１ はい

２ いいえ

≪結果の要約≫

『タバコを吸わない人のことを考えて分煙を心がけていますか』と聞いたところ、「はい」が
94.0%と「いいえ」を上回っている。

１ 受動喫煙を知って

いるので、「受動喫煙を

しない・

させない」ための行動

をとっている

２ 受動喫煙を知って

いるが、「受動喫煙をし

ない・させない」ための

行動をとっていない

３ 受動喫煙を知らな

い

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『受動喫煙について』聞いたところ、「受動喫煙を知っているので、「受動喫煙をしない・させな
い」ための行動をとっている」が57.9%で最も多く、次いで「受動喫煙を知っているが、「受動喫
煙をしない・させない」ための行動をとっていない」が26.5%と続いている。

10



１　どんな病気か知っている 192 (18.1%)
２　名前は聞いたことがある 275 (25.9%)
３　知らない 556 (52.5%)
＃　未回答 37 (3.5%)

５　歯の健康状態や衛生習慣について

１　関心がある 405 (38.2%)
２　どちらかといえば関心がある 338 (31.9%)
３　どちらかといえば関心がない 197 (18.6%)
４　関心がない 61 (5.8%)
５　わからない 39 (3.7%)
＃　未回答 20 (1.9%)

問１６　COPD（慢性閉塞性肺疾患）という病気を知っていますか。

問１７　あなたは噛み方、味わい方といった食べ方に関心がありますか。

１ どんな病気か知って

いる

２ 名前は聞いたことが

ある

３ 知らない

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『COPD（慢性閉塞性肺疾患）という病気を知っていますか』と聞いたところ、「知らない」が
52.5%で最も多く、次いで「名前は聞いたことがある」が25.9%と続いている。

１ 関心がある

２ どちらかといえば関

心がある

３ どちらかといえば関

心がない

４ 関心がない

５ わからない ＃ 未回答

≪結果の要約≫
『あなたは噛み方、味わい方といった食べ方に関心がありますか』と聞いたところ、「関心があ
る」が38.2%で最も多く、次いで「どちらかといえば関心がある」が31.9%、「どちらかといえば関
心がない」が18.6%と続いている。
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１　はい 569 (53.7%)
２　いいえ 467 (44.1%)
＃　未回答 24 (2.3%)

１　ほぼ毎日使っている 367 (34.6%)
２　時々使っている 350 (33.0%)
３　使っていない 315 (29.7%)
４　その他 9 (0.8%)
＃　未回答 19 (1.8%)

問１８　定期的に歯科検診受けていますか。

問１９　歯と歯の間を清掃するための器具（デンタルフロス、歯間ブラシなど）を使っていますか。

１ はい
２ いいえ

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『定期的に歯科検診受けていますか』と聞いたところ、「はい」が53.7%と「いいえ」を上回ってい
る。

１ ほぼ毎日使ってい

る

２ 時々使っている

３ 使っていない

４ その他 ＃ 未回答

≪結果の要約≫

『歯と歯の間を清掃するための器具を使っていますか』と聞いたところ、「ほぼ毎日使っている」
が34.6%で最も多く、次いで「時々使っている」が33.0%、「使っていない」が29.7%と続いている。
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６　生活習慣病予防・介護予防について

１　健康診断 700 (56.6%)
２　人間ドック 116 (9.4%)
３　がん検診 155 (12.5%)
４　受けていない 237 (19.2%)
＃　未回答 29 (2.3%))

１　はい 781 (73.7%)
２　いいえ 260 (24.5%)
＃　未回答 19 (1.8%)

問２０　年に一度は健康診断を受けていますか。（あてはまるもの全て回答）

問２１　自分の適正体重を知っていますか。

１ 健康診断 ２ 人間ドック ３ がん検診 ４ 受けていない ＃ 未回答

% 56.6 9.4 12.5 19.2 2.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

%

≪結果の要約≫

『年に一度は健康診断を受けていますか』と聞いたところ、「健康診断」が56.6%で最も多く、次い
で「受けていない」が19.2%、「がん検診」が12.5%と続いている。

１ はい

２ いいえ

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『自分の適正体重を知っていますか』と聞いたところ、「はい」が73.7%と「いいえ」を上回ってい
る。
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１　知っていて、家庭で血圧測定している 343 (32.4%)
２　知っているが、測定していない 470 (44.3%)
３　知らないが、家庭で測定している 46 (4.3%)
４　知らないし、測定していない 160 (15.1%)
＃　未回答 41 (3.9%)

１　言葉も意味も知っている 208 (19.6%)
２　言葉だけ知っている 135 (12.7%)
３　知らない 655 (61.8%)
＃　未回答 62 (5.8%)

問２２　家庭での血圧測定が大切であることを知っていて、家庭での血圧を測定していますか。

問２３　「フレイル」を知っていますか。

１ 知っていて、家庭で

血圧測定している

２ 知っているが、測定し

ていない

３ 知らないが、家庭で測

定している

４ 知らないし、測定し

ていない

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『家庭での血圧測定が大切であることを知っていて、家庭での血圧を測定していますか』と聞
いたところ、「知っているが、測定していない」が44.3%で最も多く、次いで「知っていて、家庭で
血圧測定している」が32.4%、「知らないし、測定していない」が15.1%と続いている。

１ 言葉も意味も知って

いる

２ 言葉だけ知っている

３ 知らない

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『「フレイル」を知っていますか』と聞いたところ、「知らない」が61.8%で最も多く、次いで「言葉
も意味も知っている」が19.6%と続いている。
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１　言葉も意味も知っている 160 (15.1%)
２　言葉だけ知っている 136 (12.8%)
３　知らない 718 (67.7%)
＃　未回答 46 (4.3%)

７　食育や食生活について

１　関心がある 338 (31.9%)
２　やや関心がある 363 (34.2%)
３　あまり関心がない 209 (19.7%)
４　関心がない 48 (4.5%)
５　わからない 58 (5.5%)
＃　未回答 44 (4.2%)

問２４　「オーラルフレイル」を知っていますか。

問２５　「食育」について関心がありますか。

１ 言葉も意味も知って

いる

２ 言葉だけ知っている

３ 知らない

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『「オーラルフレイル」を知っていますか』と聞いたところ、「知らない」が67.7%で最も多く、次い
で「言葉も意味も知っている」が15.1%と続いている。

１ 関心がある

２ やや関心がある

３ あまり関心がない

４ 関心がない

５ わからない
＃ 未回答

≪結果の要約≫

『「食育」について関心がありますか』と聞いたところ、「やや関心がある」が34.2%で最も多く、
次いで「関心がある」が31.9%、「あまり関心がない」が19.7%と続いている。
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１　知っている 362 (34.2%)
２　名前は聞いたことがある 300 (28.3%)
３　知らない 353 (33.3%)
＃　未回答 45 (4.2%)

１　ほとんど毎日 844 (79.6%)
２　週に４～５日 48 (4.5%)
３　週に２～３日 41 (3.9%)
４　週に１日 10 (0.9%)
５　時々（不定期） 46 (4.3%)
６　食べない 32 (3.0%)
＃　未回答 39 (3.7%)

問２６　「村井弦斎」という人を知っていますか。

問２７　あなたが朝食を食べる頻度はどのくらいですか。

１ 知っている

２ 名前は聞いたことがあ

る

３ 知らない

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『「村井弦斎」という人を知っていますか』と聞いたところ、「知っている」が34.2%で最も多く、次
いで「知らない」が33.3%と続いている。

１ ほとんど毎日

２ 週に４～５日

３ 週に２～３日

４ 週に１日

５ 時々（不定期）
６ 食べない ＃ 未回答

≪結果の要約≫

『あなたが朝食を食べる頻度はどのくらいですか』と聞いたところ、「ほとんど毎日」が79.6%で
最も多く、次いで「週に４～５日」が4.5%、「時々（不定期）」が4.3%と続いている。
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１　ほとんど毎日 680 (64.2%)
２　週に４～５日 63 (5.9%)
３　週に２～３日 85 (8.0%)
４　週に１日程度 21 (2.0%)
５　ほとんどない 69 (6.5%)
６　一人暮らし 101 (9.5%)
＃　未回答 41 (3.9%)

１　はい 815 (76.9%)
２　いいえ 204 (19.2%)
＃　未回答 41 (3.9%)

問２８　あなたは朝食または夕食を同居の方と食べることはどのくらいありますか。

問２９　毎日の食生活で、健康的な食事内容を心がけていますか。

１ ほとんど毎日

２ 週に４～５日

３ 週に２～３日

４ 週に１日程度

５ ほとんどない

６ 一人暮らし

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『あなたは朝食または夕食を同居の方と食べることはどのくらいありますか』と聞いたところ、
「ほとんど毎日」が64.2%で最も多く、次いで「一人暮らし」が9.5%、「週に２～３日」が8.0%と続
いている。

１ はい

２ いいえ

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『毎日の食生活で、健康的な食事内容を心がけていますか』と聞いたところ、「はい」が76.9%と
「いいえ」を上回っている。
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１　はい 732 (69.1%)
２　いいえ 289 (27.3%)
＃　未回答 39 (3.7%)

１　朝食 １皿 419 (39.5%)
２皿 114 (10.8%)
３皿 52 (4.9%)
４皿 5 (0.5%)
５皿 5 (0.5%)
食べない 394 (37.2%)
未回答 71 (6.7%)

２　昼食 １皿 424 (40.0%)
２皿 217 (20.5%)
３皿 89 (8.4%)
４皿 8 (0.8%)
５皿 9 (0.8%)
食べない 243 (22.9%)
未回答 70 (6.6%)

３　夕食 １皿 310 (29.2%)
２皿 281 (26.5%)
３皿 275 (25.9%)
４皿 73 (6.9%)
５皿 25 (2.4%)
食べない 33 (3.1%)
未回答 63 (5.9%)

４　１日 １皿 86 (8.1%)
２皿 147 (13.9%)
３皿 230 (21.7%)
４皿 133 (12.5%)
５皿 386 (36.4%)
食べない 0 (0.0%)
未回答 78 (7.4%)

問３０　１日２食以上、かつ週に５日以上、主食・主菜・副菜をそろえて食べていますか。

問３１　朝・昼・夕食で「野菜やいも、海藻、きのこなどが主に入る料理」をどのくらい食べますか。

１ はい

２ いいえ

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『１日２食以上、かつ週に５日以上、主食・主菜・副菜をそろえて食べていますか』と聞いたとこ
ろ、「はい」が69.1%と「いいえ」を上回っている。
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①朝食・昼食・夕食

②１日

問３１　朝・昼・夕食で「野菜やいも、海藻、きのこなどが主に入る料理」をどのくらい食べますか。

１皿 ２皿 ３皿 ４皿 ５皿
食べ

ない

未回

答
１皿 ２皿 ３皿 ４皿 ５皿

食べ

ない

未回

答
１皿 ２皿 ３皿 ４皿 ５皿

食べ

ない

未回

答

１ 朝食 ２ 昼食 ３ 夕食

% 39.5 10.8 4.9 0.5 0.5 37.2 6.7 40 20.5 8.4 0.8 0.8 22.9 6.6 29.2 26.5 25.9 6.9 2.4 3.1 5.9

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

≪結果の要約≫

『「野菜やいも、海藻、きのこなどが主に入る料理」をどのくらい食べますか』と聞いたところ、１日で
は「５皿」が36.4%で最も多く、次いで「３皿」で21.7%、「２皿」で13.9%と続いている。

≪結果の要約≫

『朝・昼・夕食で「野菜やいも、海藻、きのこなどが主に入る料理」をどのくらい食べますか』と聞いた
ところ、朝食39.5%、昼食40.0%、夕食29.2%といずれも「１皿」が最も多い。

１皿

２皿

３皿

４皿

５皿

未回答
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１　はい 721 (68.0%)
２　いいえ 283 (26.7%)
＃　未回答 56 (5.3%)

１　塩分を多く含む食品をとりすぎない 477 (66.2%)
２　調味料をかけすぎない 487 (67.5%)
３　調味料の味付けを薄味にする 396 (54.9%)
４　汁物を飲む回数を減らす、麺類の汁を飲まない 316 (43.8%)
５　食べすぎない 281 (39.0%)
６　外食や中食の利用を控える 194 (26.9%)
７　減塩食品を使う 233 (32.3%)
８　栄養表示を活用する 131 (18.2%)
９　その他 9 (1．2%)

問３２　食塩の摂取量が多くならないように、気を付けていることはありますか。

問３３　どのようなことに気を付けていますか。（問３２で「はい」と回答した方で集計。複数回答可）

１ はい

２ いいえ

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『食塩の摂取量が多くならないように、気を付けていることはありますか』と聞いたところ、「はい」
が68.0%と「いいえ」を上回っている。

１ 塩分を多

く含む食品を

とりすぎない

２ 調味料を

かけすぎな

い

３ 調味料の

味付けを薄

味にする

４ 汁物を飲

む回数を減

らす、麺類の

汁を飲まな

い

５ 食べすぎ

ない

６ 外食や中

食の利用を

控える

７ 減塩食品

を使う

８ 栄養表示

を活用する
９ その他

% 66.2 67.5 54.9 43.8 39.0 26.9 32.3 18.2 1.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

%

≪結果の要約≫

問32で「はい」と回答した人（721人）に『どのようなことに気を付けていますか』と聞いたところ、
「調味料をかけすぎない」が67.5%で最も多く、次いで「塩分を多く含む食品を取りすぎない」が
66.2%、「調味料の味付けを薄味にする」が54.9%と続いている。
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１　優先したいと思う 514 (48.5%)
２　優先したいと思わない 74 (7.0%)
３　どちらともいえない 446 (42.1%)
＃　未回答 26 (2.5%)

１　はい 657 (62.0%)
２　いいえ 377 (35.6%)
＃　未回答 26 (2.5%)

問３４　農水産物を購入する際、地元産の物を優先したいと思いますか。

問３５　農林水産業の作業などを体験（仕事は除く）したことがありますか。

１ 優先したいと思う

２ 優先したいと思わな

い

３ どちらともいえない

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『農水産物を購入する際、地元産の物を優先したいと思いますか』と聞いたところ、「優先したい
と思う」が48.5%で最も多く、次いで「どちらともいえない」が42.1%と続いている。

１ はい

２ いいえ

＃ 未回答

≪結果の要約≫

『農林水産業の作業などを体験したことがありますか』と聞いたところ、「はい」が62.0%と「いい
え」を上回っている。
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１　食材の買い物 688 (64.9%)
２　健康を考えた献立づくり 451 (42.5%)
３　食事づくり・調理 555 (52.4%)
４　健康を考えた外食・中食の利用 260 (24.5%)
５　体調やかむ力を合わせた料理 289 (27.3%)
６　農作物の栽培 182 (17.2%)
７　食品や料理の衛生・食中毒の予防 467 (44.1%)
８　食品ロス削減など環境に配慮した食生活 446 (42.1%)
９　その他 31 (2.9%)

１　食材の買い物 132 (12.5%)
２　健康を考えた献立づくり 333 (31.4%)
３　食事づくり・調理 272 (25.7%)
４　健康を考えた外食・中食の利用 233 (22.0%)
５　体調やかむ力を合わせた料理 225 (21.2%)
６　農作物の栽培 280 (26.4%)
７　食品や料理の衛生・食中毒の予防 225 (21.2%)
８　食品ロス削減など環境に配慮した食生活 238 (22.5%)
９　その他 28 (2.6%)

問３６－１　食生活について、あなたが「日常的に取り組んでいること」の内容を回答してください。（複数回答可）

問３６－２　食生活について、あなたが「知りたい・体験したいこと」の内容を回答してください。（複数回答可）

１ 食材の買

い物

２ 健康を考

えた献立づく

り

３ 食事づく

り・調理

４ 健康を考

えた外食・中

食の利用

５ 体調やか

む力を合わ

せた料理

６ 農作物の

栽培

７ 食品や料

理の衛生・

食中毒の予

防

８ 食品ロス

削減など環

境に配慮し

た食生活

９ その他

% 64.9 42.5 52.4 24.5 27.3 17.2 44.1 42.1 2.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

≪結果の要約≫

『食生活について、あなたが「日常的に取り組んでいること」』を聞いたところ、「食材の買い物」が
64.9%で最も多く、次いで「食事づくり・調理」が52.4%、「食品や料理の衛生・食中毒の予防」が
44.1%と続いている。

１ 食材の買

い物

２ 健康を考

えた献立づく

り

３ 食事づく

り・調理

４ 健康を考

えた外食・中

食の利用

５ 体調やか

む力を合わ

せた料理

６ 農作物の

栽培

７ 食品や料

理の衛生・

食中毒の予

防

８ 食品ロス

削減など環

境に配慮し

た食生活

９ その他

% 12.5 31.4 25.7 22.0 21.2 26.4 21.2 22.5 2.6

0.0
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≪結果の要約≫

『食生活について、あなたが「知りたい・体験したいこと」』を聞いたところ、「健康を考えた献立づく
り」が31.4%で最も多く、次いで「農作物の栽培」が26.4%、「食事づくり・調理」が25.7%と続いてい
る。
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分類 意見の内容 意見数

１　栄養・食生活 ２０

２　身体活動・運動 ５

３　休養・こころの健康 １

４　喫煙 ５

５　飲酒 １

６　歯・口腔の健康 ０

７　がん・生活習慣病の発症、重症化予防 ５

１　家庭の食育推進 ２０

２　学校・保育所の食育推進 ２３

３　地域における食育推進 ３２

４　食育に関する活動支援 ７

５　地産地消・農水産業活性化 ４９

６　食文化の継承 １０

７　食の安全安心・情報提供 １５

１　広報・普及 ２４

２　行政 １３

３　アンケート ９

４　回答者の健康観 ２０

８　自由意見

本市の「健康づくり事業」や「食育」について、御意見・御要望の件数

 ※自由記載人数　１４９人　、　意見数　２５９件

食育

健康づくり事業
（健康増進）

その他
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第３章　資料編
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25 

調査票
ちょうさひょう

  令和
れいわ

5年
ねん

1月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

の状況
じょうきょう

でご回答
かいとう

ください。なお、調査票内
ちょうさひょうない

の※印
しるし

が付
つ

いている 

語句
ご く

について、別紙
べ っ し

の【参考
さんこう

資料
しりょう

】地区
ち く

別
べつ

町名表
ちょうめいひょう

、用語
よ う ご

解説
かいせつ

を添
てん

付
ぷ

しています。 

 

１ あなた自身
じ し ん

のことについて、当
あ

てはまる数字
す う じ

に〇をつけてください。 

【問
とい

１】 お住
す

まいの地区
ち く

※をお答
こた

えください。（〇は１つ）  

１．花水
はなみず

 ６．富士見
ふ じ み

 １１．八幡
やわ た

 １６．岡崎
おかざき

 ２１．吉沢
き さ わ

 

２．なでしこ ７．南原
みなみはら

 １２．四之宮
し の み や

 １７．城島
き じ ま

 ２２．金目
か な め

 

３．港
みなと

  ８．中原
なかはら

 １３．真土
し ん ど

  １８．旭
あさひ

北
きた

 ２３．横内
よこうち

 

４．崇
そう

善
ぜん

 ９．中原
なかはら

下宿
しもじゅく

 １４．豊田
と よ だ

 １９．旭
あさひ

南
みなみ

 ２４．田村
た む ら

 

５．松原
まつばら

   １０．松が丘
まつがおか

 １５．金田
かねだ

 ２０．土屋
つち や

 ２５．大神
おおかみ

 

 

【問
とい

２】 あなたの性別
せいべつ

をお答
こた

えください。（〇は１つ） 

１．男性
だんせい

  ２．女性
じょせい

  ３．その他
  た

 （注
ちゅう

）  

  （注
ちゅう

） 「その他
た

」とは、セクシュアルマイノリティ※を考慮
こ う り ょ

した選択肢
せんたく し

です。戸籍上
こせきじょう

の区分
く ぶ ん

とは別
べつ

に、ご自身
じ し ん

の主観
しゅかん

により

ご記入
きにゅう

ください。 

 

【問
とい

３】 あなたの年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。（〇は１つ） 

１．１９歳
さい

以下
い か

 ４．４０～４９歳
さい

 ７．７０～７９歳
さい

 

２．２０～２９歳
さい

 ５．５０～５９歳
さい

 ８．８０歳
さい

以上
いじょう

 

３．３０～３９歳
さい

  ６．６０～６９歳
さい

   

 

【問
とい

４】 あなたのお仕事
し ご と

等
と う

をお答
こた

えださい。（〇は１つ） 

１．学生
がくせい

 ４．パート・アルバイト ７．その他
た

 

 具体的
ぐたいてき

に（             ） 

  

２．自営業
じえいぎょう

 ５．主夫
し ゅ ふ

・主婦
し ゅ ふ

ほか家事
か じ

専業
せんぎょう

 

３．会
かい

社員
しゃいん

・公務員
こ うむいん

・団体
だんたい

職員
しょくいん

  ６．無職
むしょく

 

 

【問
とい

５】 あなたの家族
か ぞ く

構成
こうせい

をお答
こた

えください。（〇は１つ） 

１．一人暮
ひ と り ぐ

らし  ３.親
おや

と子
こ

（２世代
せだい

） ５．その他
た

 

 具体的
ぐたいてき

に（             ） ２．夫婦
ふ う ふ

のみ （１世代
せだい

） ４．祖父母
そ ふ ぼ

と親
おや

と子
こ

（３世代
せだい

） 

 

【問
とい

６】  あなたの身長
しんちょう

と体重
たいじゅう

を数字
す う じ

で記入
きにゅう

してください。 

（例
れい

）       身長
しんちょう

 （  １６０ ．０  ）ｃｍ （例
れい

）     体重
たいじゅう

 （   ５５． ５  ）ｋｇ 

記入欄
きにゅうらん

     身長
しんちょう

 （         ．    ）ｃｍ 記入欄
きにゅうらん

    体重
たいじゅう

 （      ．    ）ｋｇ 
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２ あなたの運動
うんどう

習慣
しゅうかん

について、当
あ

てはまる数字
す う じ

に〇をつけてください。                              

【問
とい

７】 体
からだ

を動
うご

かすなどの運動
うんどう

を３０分
ぷん

以上
いじょう

している日
ひ

はどのくらいありますか。（〇は１つ） 

１．毎日
まいにち

 ４．週
しゅう

に１～２日
にち

 

２．週
しゅう

に５～６日
にち

 ５．なし  →【問
とい

９】へ 

３．週
しゅう

に３～４日
にち

 ６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                 ） 

 

【問
とい

８】 その運動
うんどう

は、どれくらいの期間
きかん

つづけて行
おこな

っていますか。（〇は１つ） 

１．１年
ねん

以上
いじょう

 ２．１年
ねん

未満
み ま ん

 

 

 

３ あなたの睡眠
すいみん

と休養
きゅうよう

について、当
あ

てはまる数字
す う じ

に〇をつけてください。 

【問
とい

９】 ここ１か月間
げつかん

、睡眠
すいみん

による休 養
きゅうよう

が十 分
じゅうぶん

にとれていますか。（〇は１つ） 

１．とれている ３．あまりとれていない 

２．だいたいとれている ４．全
まった

くとれていない 

 

【問
とい

１０】 現在
げんざい

、ストレスがありますか。（〇は１つ） 

１．大
おお

いにある ３．ない 

２．少
すこ

しある ４．わからない 

 

 

４ ２０歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

は、飲酒
いんしゅ

と喫
きつ

煙
えん

について、あてはまる数字
す う じ

に〇をつけてください。 

→１９歳
さい

以下
い か

の方
かた

は【問
とい

１５】へ 

【問
とい

１１】 お酒
さけ

を飲
の

む頻度
ひんど

はどれくらいですか。（〇は１つ） 

１．毎日
まいにち

 ２．時々
ときどき

 ３．ほとんど飲
の

まない、飲
の

めない→【問
とい

１３】へ 

 

【問
とい

１２】 １日
にち

に飲
の

むお酒
さけ

の 量
りょう

はどれくらいですか。下
した

の（注
ちゅう

：一合
いちごう

の目安量
めやすりょう

）を参考
さんこう

に、選択肢
せんたくし

の番号
ばんごう

に〇を

つけてください。（〇
まる

は１つ） 

１．1合
ごう

未満
み ま ん

 ３．２合
ごう

以上
いじょう

～３合
ごう

未満
み ま ん

 

２．1合
ごう

以上
いじょう

～２合
ごう

未満
み ま ん

 ４．３合
ごう

以上
いじょう

 

（注
ちゅう

：１合
ごう

の目安
めやす

量
りょう

） 

 

 

 

 

 

 

 

 清酒
せいしゅ

（日本酒
にほんしゅ

）１８０m、焼酎
しょうちゅう

２５度
ど

１２０ml、ワイン２４０ml、ビール５００ml、ウイスキー６０ml 
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【問
とい

１３】 喫
きつ

煙
えん

状況
じょうきょう

をお答
こた

えください。（〇は１つ） 

１．吸
す

っていない→【問
とい

１５】へ ２．過去
か こ

に吸
す

っていた→【問
とい

１５】へ ３．吸
す

っている 

                     

【問
とい

１４】タバコを吸
す

わない人
ひと

のことを考
かんが

えて分
ぶん

煙
えん

※を心
こころ

がけていますか。（〇は１つ） 

１．はい ２．いいえ 

 

【問
とい

１５】 受動
じゅどう

喫煙
きつえん

※についてうかがいます。（〇は１つ）  

１．受動
じゅどう

喫煙
きつえん

を知
し

っているので、「受動
じゅどう

喫煙
きつえん

をしない・させない」ための行動
こ うど う

をとっている 

２．受動
じゅどう

喫煙
きつえん

を知
し

っているが、「受動
じゅどう

喫煙
きつえん

をしない・させない」ための行動
こ うど う

はとっていない 

３．受動
じゅどう

喫煙
きつえん

を知
し

らない 

 

【問
とい

１６】 C O P D
シーオーピーディ

(慢性
まんせい

閉塞性
へいそくせい

肺
はい

疾患
しっかん

)※という病気
びょうき

を知
し

っていますか。（〇は１つ） 

１．どんな病気
びょうき

か知
し

っている ２．名前
な ま え

は聞
き

いたことがある ３．知
し

らない 

 

 

５ 歯
は

の健康
けんこう

状態
じょうたい

や衛生
えいせい

習慣
しゅうかん

について、当
あ

てはまる数字
す う じ

に〇をつけてください。 

【問
とい

１７】 あなたは噛
か

み方
かた

、味
あじ

わい方
かた

といった食
た

べ方
かた

に関心
かんしん

がありますか。（〇は１つ） 

１．関心
かんしん

がある ３．あまり関心
かんしん

がない ５． わからない 

２．やや関心
かんしん

がある ４．関心
かんしん

がない   

 

【問
とい

１８】 定期的
ていきてき

に歯科
し か

検診
けんしん

を受
う

けていますか。（〇は１つ） 

１．はい ２．いいえ 

 

【問
とい

１９】 歯
は

と歯
は

の間
あいだ

を清掃
せいそう

するための器具
き ぐ

(デンタルフロス、歯間
しかん

ブラシなど)を使
つか

っていますか。（〇は１つ） 

１．ほぼ毎日
まいにち

使っている  ３．使
つか

っていない 

２．時々
ときどき

使
つか

っている ４．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                  ） 

 

 

６ 生活
せいかつ

習慣病
しゅうかんびょう

予防
よ ぼ う

・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

について、当
あ

てはまる数字
す う じ

に〇をつけてください。 

【問
とい

２０】 年
ねん

に一度
いちど

は健康
けんこう

診断
しんだん

等
など

を受
う

けていますか。（あてはまるもの全
すべ

てに〇をつけてください） 

１． 健康
けんこう

診断
しんだん

（健康診査
けんこ う し んさ

） ３． がん検診
けんしん

 

２． 人間
にんげん

ドック ４． 受
う

けていない 

 

【問
とい

２１】  自分
じぶん

の適正
てきせい

体重
たいじゅう

※を知
し

っていますか。（〇は１つ） 

１．はい ２．いいえ 
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【問
とい

２２】 家庭
かてい

での血圧
けつあつ

測定
そくてい

が大切
たいせつ

であることを知
し

っていて、家庭
かてい

で血圧
けつあつ

を測定
そくてい

していますか。（〇は１つ） 

１． 知
し

っていて、家庭
か て い

で測定
そくてい

している ３． 知
し

らないが、家庭
か て い

で測定
そくてい

している 

２． 知
し

っているが測定
そくてい

していない ４． 知
し

らないし、測定
そくてい

していない 

 

【問
とい

２３】 「フレイル※」を知
し

っていますか。（〇は１つ） 

１．言葉
こ と ば

も意味
い み

も知
し

っている ２．言葉
こ と ば

だけ知
し

っている ３．知
し

らない 

 

【問
とい

２４】 「オーラルフレイル※」を知
し

っていますか。（〇は１つ） 

１．言葉
こ と ば

も意味
い み

も知
し

っている ２．言葉
こ と ば

だけ知
し

っている ３．知
し

らない 

 

 

７ 食育
しょくいく

や食生活
しょくせいかつ

について、当
あ

てはまる数字
す う じ

に〇をつけてください。 

【問
とい

２５】 食育
しょくいく

※について関心
かんしん

がありますか。（〇は１つ） 

１．関心
かんしん

がある ３．あまり関心
かんしん

がない ５．わからない 

２．やや関心
かんしん

がある ４．関心
かんしん

がない  

 

【問
とい

２６】 「村井
むらい

弦
げん

斎
さい

」※という人
ひと

を知
し

っていますか。（〇は１つ） 

１．知
し

っている ２．名前
な ま え

は聞
き

いたことがある ３．知
し

らない 

 

【問
とい

２７】  あなたが朝食
ちょうしょく

を食
た

べる頻度
ひんど

はどのくらいですか。（〇は１つ） 

１．ほとんど毎日
まいにち

 ３．週
しゅう

に２～３日
にち

 ５．ときどき食
た

べる（不定期
ふ て い き

） 

２．週
しゅう

に４～５日
にち

 ４．週
しゅう

に１日
にち

 ６．食
た

べない 

 

【問
とい

２８】 あなたは朝食
ちょうしょく

または夕食
ゆうしょく

を同居
どうきょ

の方
かた

と食
た

べることはどのくらいありますか。（〇は１つ） 

１．ほとんど毎日
まいにち

 ３．週
しゅう

に２～３日
にち

 ５．ほとんどない 

２．週
しゅう

に４～５日
にち

 ４．週
しゅう

に１日
にち

程度 ６．一人暮
ひ と り ぐ

らし 

 

【問
とい

２９】 毎日
まいにち

の食生活
しょくせいかつ

で、健康的
けんこうてき

な食事
しょくじ

内容
ないよう

を心
こころ

がけていますか。（〇は１つ） 

１．はい ２．いいえ 

 

【問
とい

３０】 1日
にち

２食
しょく

以上
いじょう

、かつ週
しゅう

に 5日
にち

以上
いじょう

、主食
しゅしょく

・主
しゅ

菜
さい

・副菜
ふくさい

※をそろえて食
た

べていますか。（〇は１つ） 

１．はい ２．いいえ 
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【問
とい

３１】 朝
あさ

・昼
ひる

・夕食
ゆうしょく

で、「野菜
やさい

や芋
いも

、海藻
かいそう

、きのこなどが主
おも

に入
はい

る料理
りょう り

」をどのくらい食
た

べますか。 

下記
か き

の（参考
さんこう

）を読
よ

み、選択肢
せんたくし

の番号
ばんごう

に〇をつけてください。 

朝食
ちょうしょく

 1．1皿分
さらぶん

 2．2皿分
さらぶん

 3．3皿分
さらぶん

 ４．4皿分
さらぶん

 ５．5皿分
さらぶん

 ６．食
た

べない 

昼食
ちゅうしょく

 1．1皿分
さらぶん

 2．2皿分
さらぶん

 3．3皿分
さらぶん

 ４．4皿分
さらぶん

 ５．5皿分
さらぶん

 ６．食
た

べない 

夕食
ゆうしょく

 1．1皿分
さらぶん

 2．2皿分
さらぶん

 3．3皿分
さらぶん

 ４．4皿分
さらぶん

 ５．5皿分
さらぶん

 ６．食
た

べない 

 

（参考
さんこう

） 

１皿分
 さらぶん

は「野菜
や さ い

や芋
いも

、海藻
かいそう

、きのこなどが７０g程度
て い ど

が入
はい

る料理
り ょ う り

」を指
さ

します。 

              

 

  

 

 
 

 

 
 

                （野菜
や さ い

サラダ）        （ お浸
ひた

し ）        （具
ぐ

だくさん味噌汁
み そ し る

） 

 

料理例
りょうりれい

を参考
さんこう

に１皿
さら

分
ぶん

、２皿分
さらぶん

と数
かぞ

えてください。料理例
りょうりれい

の２皿分
さらぶん

は、１人
にん

前
まえ

食
た

べると野菜
や さ い

料理
り ょ う り

２皿分
さらぶん

と数
かぞ

えます。 

料理例 

『1皿分
さらぶん
』 

 

 

野菜
や さ い
サラダ、ポテトサラダ、酢

す
の物

もの
、お浸

ひた
し、ごまあえ、煮豆

に ま め
、具
ぐ
たくさんみそ汁

しる
、野菜
や さ い
スープ、 

コーンスープ、きのこソテー、ひじきの煮物
に も の
、きんぴらごぼう、切干

きりぼし
大根
だいこん
煮物
に も の
、チャーハン、 

ミックスサンドイッチ、お好
この
み焼

や
き、ギョーザ、付合

つけあわ
せ野菜

や さ い
 など 

料理例 

『2皿分
さらぶん

』 

 

野菜
やさい
の煮物
にもの
、野菜
やさい
炒
いた
め、芋

いも
の煮

に
ころがし、コロッケ、カレーライス、焼

や
きそば、肉

にく
じゃが、酢豚

すぶた
、 

すき焼
や
き、おでん、寄せ鍋

よ せ な べ

 など 

（回答例
かいとうれい

）  昼食
ちゅうしょく

に「『2皿分
さらぶん

』カレーライス」と「『1皿分
さらぶん

』野菜
や さ い

サラダ」を食
た

べた場合
ば あ い

 

昼食
ちゅうしょく

 1．1皿分
さらぶん

 2．2皿分
さらぶん

 3．3皿分
さらぶん

 ４．4皿分
さらぶん

 ５．5皿分
さらぶん

 ６．食
た

べない 

 

 

【問
とい

３２】  食塩
しょくえん

の摂取量
せっしゅりょう

が多くならないように、気
き

を付
つ

けていることはありますか。（〇は１つ） 

１．はい →【問
とい

３３】へ ２．いいえ →【問
とい

３４】へ 

 

【問
とい

３３】  どのようなことに気
き

を付
つ

けていますか（あてはまるものにすべて〇） 

１．塩分
えんぶん

を多
おお

く含
ふく

む食品
しょくひん

をとりすぎない ６．外食
がいしょく

や中食
なかしょく

※の利用
り よ う

を控
ひか

える 

２．調味料
ちょうみりょう

をかけすぎない ７．減塩
げんえん

食品
しょくひん

を使
つか

う 

３．料理
り ょ う り

の味付
あ じ つ

けを薄味
うすあじ

にする ８．栄養
えいよう

成分
せいぶん

表示
ひょうじ

を見比
み く ら

べて塩分
えんぶん

の少
すく

ない食品
しょくひん

や

料理
り ょ う り

を選
えら

ぶようにしている  
４．汁物

しるもの

を飲
の

む回数
かいすう

を減
へ

らす、麺類
めんるい

の汁
しる

を飲
の

まない 

５．食
た

べ過
す

ぎない ９．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                 ） 

 

 

１皿分
さらぶん

の量
りょう

のイメージ 
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【問
とい

３４】 農水
のうすい

産物
さんぶつ

（野菜
やさい

・果物
くだもの

・魚
さかな

・肉
にく

など）を購入
こうにゅう

する際
さい

、地元産
じ も と さん

のものを優先
ゆうせん

したいと思
おも

いますか。 

（〇は１つ） 

１． 優先
ゆうせん

したいと思
おも

う ２． 優先
ゆうせん

したいと思
おも

わない ３． どちらともいえない 

 

【問
とい

３５】 農林
のうりん

水産業
すいさんぎょう

の作業
さぎょう

などを体験
たいけん

(仕事
し ご と

は除
のぞ

く)したことがありますか。いちご狩
が

り、地引網
じびきあみ

、家庭
かてい

菜園
さいえん

など 

の体
たい

験
けん

も含
ふく

みます。（〇は１つ） 

１．はい ２．いいえ 

 

【問
とい

３６】  食生活
しょくせいかつ

について、あなたが「日常的
にちじょうてき

に取組
と り く

んでいること」、「知
し

りたい・体験
たいけん

をしたい」内容
ないよう

に 

それぞれ〇をつけてください。（あてはまるものにすべて〇） 

 内
ない

  容
よ う

 取組
と り く

んでいること 知
し

りたい・体験
たいけん

したいこと 

（例
れい

） 健康
けんこう

を考
かんが

えた献立
こんだて

づくり 〇 〇 

１． 食材
しょくざい

の買い物
か い も の

   

２． 健康
けんこう

を考
かんが

えた献立
こんだて

づくり   

３． 食事
しょ くじ

づくり・調理
ちょ う り

   

４． 健康
けんこう

を考
かんが

えた外食
がいしょく

・中食
なかしょく

※の利用
り よ う

   

５． 体調
たいちょう

やかむ力
ちから

に合
あ

わせた料理
り ょ う り

   

６． 農作物
のうさくもつ

の栽培
さいばい

   

７． 食品
しょくひん

や料理
り ょ う り

の衛生
えいせい

・食中毒
しょくちゅうどく

の予防
よ ぼ う

   

８． 食品
しょくひん

ロス削減
さくげん

※など環境
かんきょう

に配慮
はいりょ

した食生活
しょくせいかつ

   

９． その他
た

（具体的
ぐたいてきに

に                   ）   

 

 

８ 本市
ほ ん し

の「健康
けんこう

づくり事業
じぎょう

」や「食育
しょくいく

事業
じぎょう

」について、ご意見
い け ん

・ご要望
ようぼう

があれば、お聞
き

かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。    平塚市
ひ ら つ か し

健康課
け ん こ う か
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〇用語

ようご

解 説 表

かいせつひょう

  アンケート調査

ちょうさ

で使用

しよう

している主

おも

な用語

ようご

についての説明

せつめい

（50音

おん

順

じゅん

） 

用
よ う

語
ご

 説
せつ

明
めい

 

オーラルフレイル 老化
ろ う か

に伴
ともな

う様々
さまざま

な口腔
こ う く う

の状態
じょうたい

（歯数
し す う

・口腔
こ う く う

衛生
えいせい

・口腔
こ う く う

機能
き の う

など）の変化
へんか

に、口腔
こ う く う

健康
けんこう

への関心
かんしん

の低下
て い か

や心身
しんしん

の予備
よ び

能力
のうりょく

低下
て い か

も重
かさ

なり、口腔
こ う く う

の脆弱性
ぜいじゃくせい

が増加
ぞ う か

し、食
た

べる

機能
き の う

障害
しょうがい

へ 陥
おちい

り、さらにはフレイルに影響
えいきょう

を与
あた

え、心身
しんしん

の機能
き の う

低下
て い か

にまで繋
つな

がる

一連
いちれん

の現象
げんしょう

及
およ

び過
か

程
てい

。 

C O P D
しーおーぴーでぃー

 

（慢性
まんせい

閉塞性
へいそくせい

肺
はい

疾患
しっかん

） 

代表的
だいひょうてき

な慢性
まんせい

呼吸器
こ き ゅ う き

疾患
しっかん

の一つ
ひと

。特
と く

に喫煙
きつえん

などがきかっけで、肺
はい

の細胞
さいぼう

の破壊
は かい

や

気道
き ど う

の炎症
えんしょう

がおき、息切
い き ぎ

れが生
しょう

じる病気
びょうき

。重症化
じゅうしょうか

すると、通常
つうじょう

の呼吸
こきゅう

が困難
こんなん

になり、

酸素
さ ん そ

吸入
きゅうにゅう

療法
りょうほう

が必要
ひつよう

になる。 

主食
しゅしょく

・主
しゅ

菜
さい

・副菜
ふくさい

を 

そろえた食事
し ょく じ

 

・ごはん、パン、麺類
めんるい

などの料理
り ょ う り

（主食
しゅしょく

） 

・魚
さかな

、肉
にく

、卵
たまご

、大豆
だいず

料理
り ょ う り

（主
しゅ

菜
さい

） 

・野菜
や さ い

、きのこ、芋
いも

、海藻
かいそう

料理
り ょ う り

（副菜
ふくさい

）を 

そろえたバランスのとれた食事
しょ くじ

。 

 

受動
じゅどう

喫煙
きつえん

 
喫煙
きつえん

をしなくても他人
た に ん

のたばこから出
で

てくる煙
けむり

や吐
は

き出
だ

された煙
けむり

を吸わされる
す

こと。

受動
じゅどう

喫煙
きつえん

により、肺
はい

がんや虚
きょ

血性
けつせい

心
しん

疾患
しっかん

などの死亡率
し ぼ う り つ

が上昇
じょうしょう

する、喫煙
きつえん

をしていな

い妊婦
に んぷ

でも低
てい

出生
しゅっしょう

体重児
たいじゅうじ

の出産
しゅっさん

の発生率
はっせいりつ

が高
たか

くなるといった研究
けんきゅう

結果
け っ か

がある。 

食育
しょくいく

 
食育
しょくいく

基本法
きほんほ う

では、食育
しょくいく

を「生
い

きるうえでの基本
き ほ ん

であって、知育
ち い く

、徳育
とくいく

及
およ

び体育
たいいく

の基礎
き そ

と

なるもの」「様々
さまざま

な経験
けいけん

を通
つう

じて食
しょく

に関
かん

する知識
ち し き

と食
しょく

を選択
せんたく

する力
ちから

を習
しゅう

得
と く

し、健全
けんぜん

な

食生活
しょくせいかつ

を実践
じっせん

できる人間
にんげん

を育
そだ

てること」と位置
い ち

づけている。 

食品
しょくひん

ロスの削減
さくげん

 
食
た

べ残
のこ

しが発生
はっせい

しないよう、料理
り ょ う り

の食
た

べきりや、食品
しょくひん

の廃棄
は い き

が生
しょう

じないような計画的
けいかくてき

な食品
しょくひん

購入
こうにゅう

などの取組
と り く

み。 

セクシャルマイノリティ 生物学的
せいぶつがくてき

な性
せい

（からだの性
せい

）と性
せい

の自己
じ こ

意識
い し き

（こころの性
せい

）が一致
い っ ち

しない人
ひと

、性的
せいてき

指向
し こ う

（人
にん

の恋愛
れんあい

・性愛
せいあい

がどういう対象
たいしょう

に向
む

かうのかを示
しめ

す概念
がいねん

）が、同性
どうせい

や両性
りょうせい

（男女
だんじょ

両方
りょうほう

）に向
む

いている人
ひと

などのこと。 

適正
てきせい

体重
たいじゅう

 身長
しんちょう

（m）×身長
しんちょう

（m）×２２を標準
ひょうじゅん

とした体重
たいじゅう

。２２は最
もっと

も生活
せいかつ

習慣病
しゅうかんびょう

になりにくい

BMI値
ち

(肥満度
ひ ま ん ど

を表す
あらわす

体格
たいかく

指数
し す う

)を表
あらわ

し、国
くに

が進
すす

める健康
けんこう

づくり運動
うんどう

「健康
けんこう

日本
に ほ ん

２１（第
だい

２次
じ

）」でも、「適正
てきせい

体重
たいじゅう

を維
い

持
じ

する者
もの

の増加
ぞ う か

」を健康
けんこう

づくりの目標
もくひょう

としている。  

中食
なかしょく

 持
も

ち帰
かえ

り弁当
べんとう

や市販
し は ん

の総菜
そうざい

を家庭
か て い

で食
た

べること。 

フレイル 「加齢
かれい

とともに心身
しんしん

の活力
かつりょく

（運動
うんどう

機能
き の う

や認知
に ん ち

機能
き の う

等
と う

）が低下
て い か

し、複数
ふくすう

の慢性
まんせい

疾患
しっかん

の

併存
へいぞん

などの影響
えいきょう

もあり、生活
せいかつ

機能
き の う

が障害
しょうがい

され、心身
しんしん

の脆弱性
ぜいじゃくせい

が出現
しゅつげん

した状態
じょうたい

である

が、一方
いっぽう

で適切
てきせつ

な介入
かいにゅう

・支援
し え ん

により、生活
せいかつ

機能
き の う

の維持
い じ

向上
こうじょう

が可能
か の う

な状態像
じょうたいぞう

」とされて

おり、健康
けんこう

な状態
じょうたい

と日常
にちじょう

生活
せいかつ

でサポ―トが必要
ひつよう

な介護
か い ご

状態
じょうたい

の中間
ちゅうかん

を意味
い み

するもの。 

分
ぶん

煙
えん

 受動
じゅどう

喫煙
きつえん

を防ぐ
ふせ

ために、喫煙
きつえん

する場所
ば し ょ

と喫煙
きつえん

しない場所
ば し ょ

を分ける
わ

こと。 

村井
む ら い

 弦
げん

斎
さい

 明治
め い じ

時代
じ だ い

から昭和
しょうわ

時代
じ だ い

にかけて平塚
ひらつか

に住
す

み、食育
しょくいく

の重要性
じゅうようせい

を説
と

いた小説家
しょうせつか

。 

 

 



資料４

◇進捗率（％）の算出方法

◇評価区分について
〇：進捗率１００％以上
△：進捗率０～１００％未満
×：進捗率マイナス

基本施策（１）家庭における食育の推進

男子　0.9% 男子　0.7% 男子　1.3% -44.4% ×

女子　1.2% 女子　0.5% 女子　1.3% -8.3% ×

基本施策（２）学校・保育所等における食育の推進

基本施策（3）地域における食生活改善のための取組みの推進

22.8% 15％以下

目標値
（令和４年度）

朝食を欠食す
る市民の割合
の減少

子ども＊
（小学生） 0%

２０歳代～
 ３０歳代
男性

指　　標
ベースライン
（平成26年度）

指　　標
ベースライン
（平成26年度）

目標値
（令和４年度）

中間評価結果
（令和１年度）

最終評価結果
（令和４年度）

11回以上
朝食又は夕食を家族と一
緒に食べる「共食」の回
数(一週間)の増加

9.5回

進捗率 評価区分

100%
食に関する年間指導計画
を策定している小中学校

の割合
100%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※１　進捗率算出式をもちいないで評価

指　　標
ベースライン
（平成26年度）

中間評価結果
（令和１年度）

最終評価結果
（令和４年度）

目標値
（令和４年度）

進捗率 評価区分

77.0%
健康的な食事内容を心が
けている人の割合の増加

83.5%

よく噛んで味わって食べ
るなどの食べ方に関心の
ある人の割合の増加

64.6% 80%

36.9%

64.7%

野菜を１日３５０ｇ食べ
ている人の割合の増加

21.0%

228.2%

20.0%

〇

△

中間評価結果
（令和１年度）

最終評価結果
（令和４年度）

進捗率 評価区分

24.5%

9.7回

5.0%

9.8回

50%

100%※１ 〇100% 100%

90％以上

△

△

×

36.4%

70.1%

76.9%

53.1%

35.7%

-101.5%

第2次食育推進計画の基本施策ごとの成果と課題（最終評価）

現状値―策提示の値

目標値ー策定時の値
　　×100（％）　　

第2次計画においては、市民の食育への理解と実践につなげるため、食育の重要な要素を基本施策として展
開しました。食育の目標を達成するための目安として、国の第3次食育推進計画や県の第2次食育推進計画に掲
げる目標を参考にしながら、平塚市ならではの食育指標も設けています。これらの進捗率の算定は方法は次の
とおりです。



基本施策（4）食育推進運動の展開

基本施策（5）生産者と消費者の交流の促進及び環境との調和のとれた農水産業の活性化

基本施策（6）食文化の継承、発展のための活動の支援

基本施策（7）食の安全性、栄養・その他食に関する調査、情報提供

中間評価結果
（令和１年度）

食育に関心をもっている
人の割合の増加

68.6%

40%

指　　標
ベースライン
（平成26年度）

目標値
（令和４年度）

中間評価結果
（令和１年度）

最終評価結果
（令和４年度）

食育を唱えた村井弦斎の
認知率の増加

31.7%

指　　標
ベースライン
（平成26年度）

目標値
（令和４年度）

中間評価結果
（令和１年度）

最終評価結果
（令和４年度）

80%

農林漁業体験をしたこと
がある人の割合の増加

52.5% 75%

50.1%

66.7%

地元産の農産物の優先的
な購入・使用の増加

53.1%

90%

350回以上

△

-410.2% ×301回 100回

中間評価結果
（令和１年度）

最終評価結果
（令和４年度）

最終評価結果
（令和４年度）

進捗率 評価区分

※２　中間評価時に目標値の見直しをおこなったため、中間評価値をベースライン値とする

指　　標
ベースライン
（平成26年度）

目標値
（令和４年度）

食育ボランティアの活動
の充実※２

586回

指　　標
ベースライン
（平成26年度）

目標値
（令和４年度）

進捗率 評価区分

67.5% 66.1% -11.7% ×

進捗率 評価区分

35.3% 34.2% 30.1% △

48.5%

62.0%

進捗率 評価区分

-17.1% ×

42.2%



１．最終評価結果

ベースライ
ン：策定時
の値(%)

中間評価値
(%)

最終値(%)

目標値
（最終）
(%)

H26年度 　R１年度 R4年度 R4年度

小学生
男子 0.9 0.7 1.3 0 -44.4 ×

平塚市食育
推進のため
の実態調査

小学生
女子 1.2 0.5 1.3 0 -8.3 ×

平塚市食育
推進のため
の実態調査

20歳代～
30歳代
男性

22.8 24.5 5.0 15 228.2 〇
平塚市食育
推進のため
の実態調査

9.5回 9.7回 9.8回 11回 20.0 △
平塚市食育
推進のため
の実態調査

（１）（２）朝食を欠食する小学生の割合の減少

基本施策（１）家庭における食育の推進

最終評
価の出
典

指標 進捗率(%) 区分
策定時
の出典

中間評
価の出
典

（１）朝食を欠食する市民
の割合の減少

全国体力・運動能力、
運動習慣等調査

（２）朝食を欠食する市民
の割合の減少

全国体力・運動能力、
運動習慣等調査

（３）朝食を欠食する市民
の割合の減少

平塚市民の健康意識及び食
育推進のためのアンケート
調査

（４）朝食又は夕食を家族と一緒に食
べる「共食」の回数（一週間）の増加

平塚市民の健康意識及び食
育推進のためのアンケート
調査

第2次計画の評価

・朝食を欠食する小学生の割合は増加しました。20歳～30歳代男性の割合は、ベースラインと比較して大
きく改善しました。朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数（一週間）については、目標値には
到達しませんでしたが、少しずつ目標値に近づいています。

主な実施事業

・子どもの生活習慣病予防対策事業による巡回教室や予防相談
・食生活改善推進団体への委託による親子料理教室
・未就学児とその保護者を対象とした親子で朝ごはんクッキング教室
・思春期対策事業による食生活に関する健康講話
・食育関連パンフレットの配布（新婚家庭向けパンフレットや父子手帳等）
・学校便り・保健便り・食育（給食）便り、学校給食試食会、ＰＴＡ活動等による情報提供

考察
　朝食を欠食する小学生の割合は増加し
ました。欠食の理由は本人や家庭的背景
などさまざまですが、朝食の時間を確保
することが難しかったり、子ども自身が
食欲不振の状態であったりすること等が
考えられます。食習慣とともに生活習慣
の改善について指導していくことが大切
と考えます。

0.9

1.2

0.7

0.5

1.3 1.3

-0.2

0.3

0.8

1.3

1.8

男子 女子

朝食を欠食する小学生の割合

Ｈ26年度 R1年度 R4年度(最終評価） 目標値

目標

未達成

目標

未達成
0 0



（３）朝食を欠食する20～30歳代男性の割合の減少

調査結果（％）

ベースライン 中間評価 最終評価 目標値

市 22.8 24.5 5.0 15％以下

県 27.1 24.4 24.4 15％以下

国※ 24.7 26.9 21.5 15％以下

　　※20～30歳代男女

（４）朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数（一週間）

ベースラ
イン

中間評価 最終評価 目標値

市（回） 9.5 9.7 9.8 11

県（回） 10.0 9.0 9.0 11

国（回） 9.7 10 9.6 11

考察
　20歳代～30歳代男性の朝食を欠食する
割合は、中間評価時と比較して大きく改
善された。コロナ禍でテレワーク等の増
加により朝食を家で食べる機会が増加し
たのではないかと推測される。コロナウ
イルス感染症が5類に変更されたことに伴
い、通常出社も増える傾向にあることか
ら、根本的な改善につなげるために、乳
幼児期及び学童期から朝食の大切さにつ
いて継続的に啓発していくことでその保
護者でもある20歳代～30歳代男性への働
きかけにも繋がるのではないかと考えら
れる。

9.5
9.7 9.8 11

8.5

9

9.5

10

10.5

11

11.5

Ｈ26年度 R1年度R4年度 (最終評価）目標値

回

朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数

（一週間当たり）

目標未達成

22.8

24.5

5

27.1

24.4

24.4

24.7

26.9

21.5

0

10

20

30

ベースライン 中間評価 最終評価

％

朝食を欠食する20～30歳代

（市・県は男性・国は男女）の割合 比較

市 県 国※

22.8
24.5

5.0

15

0

5

10

15

20

25

30

Ｈ26年度 R1年度 R4年度

(最終評価）

目標値

％ 朝食を欠食する20～30歳代男性の割合

目標達成



２．今後の課題・実施方針
　一日3食の規則正しい食習慣は、豊かで健全な食生活を送るための基本であり、特に朝食は一
日の始まりの食事として欠かさず食べることが必要です。全年齢において自らが健康な体作りの
ための食習慣について学び、取り組めるよう引き続き学校・企業・地域と連携しながら健康教育
に取り組みます。第2次計画で未達成となった共食の回数増については、コロナウイルス感染リ
スクを引き下げる対策を取りながら家庭のみならず仲間や地域の方と共食する機会を充実させる
ため食生活改善推進団体との連携や普及啓発に取り組みます。朝食を欠食する小学生の割合が増
加していることから、引き続き欠食率０％を目標に、学校・家庭・地域と協力して取り組みま
す。

考察
　目標値には達していないが、わずかず
つ目標値に近づいている。全世代を通じ
て家族や仲間、地域の方と共に食事をす
る機会は、食事のマナーや食文化を大切
にする気持ちを育み、心身の健康にも繋
がります。ワークライフバランスの見直
しによる家庭での共食回数の増加、コロ
ナウイルス感染症が5類に変更となったこ
とを受け、感染リスクを引き下げる対策
を取りながらの仲間や地域の方と共食す
る機会を充実させるための対策を検討し
ていく必要がある。
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基本施策（２）学校・保育所等における食育の推進

１．最終評価結果

ベースライ
ン：策定時
の値(%)

中間評価値(%) 最終値(%)

目標値
（最終）
(%)

H26年度 　R1年度 R4年度 目標値

100 100 100 100 100 ○

食に関する年間指導計画を策定している小中学校の割合

調査結果（％）

Ｈ26年度 R1年度 R4年度(最終評価） 目標値

市 100 100 100 100

最終評
価の出
典

指標 進捗率(%) 区分
策定時
の出典

中間評
価の出
典

２．今後の課題・実施方針

健康寿命の延伸のためには、普段から栄養バランスに配慮した食事をとり、適正体重を維持する
よう心掛ける必要があります。子供の頃から「朝ごはんをたべる」「よくかんで食べる」など正
しい食習慣を身につけることは生涯にわたり健全な食生活を送るための基礎となることから、栄
養教諭及び学校栄養職員と各小中学校が連携し、食に関する指導に取り組みます。

食に関する年間指導計画を策定してい
る小中学校の割合

平塚市教育委員会　実績

第2次計画の評価

・各小中学校に食教育推進担当者を置き、食育全体計画を作成。栄養教諭及び学校栄養職員と食教育推進担
当者会を開催し、国・県・市の最新の情報を共有すると共に、食に関する指導を実施できました。

主な実施事業

・食に関する指導（食教育推進担当者会）
・学校給食地場産野菜野菜等推進事業
・ふれあい給食・給食試食会
・児童健康教室（子どもの生活習慣病予防事業）
・開放保育

考察
　食育全体計画にそって、栄養教諭や学
校栄養職員が児童生徒に対する相談指導
や保護者への助言、学校便り・保健便
り・給食便り等への情報提供などを食教
育推進担当者会のグループ協議で話し合
うことができた。食教育推進担当者会に
おいて、テーマを設定して話し合うこと
で、各校での実践につなげることができ
る。
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基本施策（３）地域における食生活改善のための取組の推進

１．最終評価結果

ベースライ
ン：策定時
の値(%)

中間評価値(%) 最終値(%)

目標値
（最終）
(%)

H26年度 　R1年度 R4年度 目標値

21.0 36.9 36.4 50 53.1 △
平塚市食育
推進のため
の実態調査

64.6 64.7 70.1 80 35.7 △
平塚市食育
推進のため
の実態調査

83.5 77.0 76.9 90 -101.5 ×
平塚市食育
推進のため
の実態調査

（１）1日の野菜摂取量が350ｇ以上の者の割合

ベースラ
イン

中間評価 最終評価 目標値

市（％） 21.0 36.9 36.4 50

県（％） 26.8 30.3 30.1 45

国（ｇ） 282 277 281 350

（３）健康的な食事内容を心がけてい
る人の割合の増加

平塚市民の健康意識及び食
育推進のためのアンケート
調査

「1日の野菜の摂取量が350ｇ以上の者の割合」「よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心のある人
の割合」は、ベースライン値から増加したものの、目標値に届きませんでした。「健康的な食事内容を心が
けている人の割合」はベースライン値より減少し、目標値にも届きませんでした。

・母子保健事業（幼児健診・離乳食教室等）
・健康増進事業（生活習慣病予防の食事、口腔保健についての健康教育・健康相談）
・食育推進事業（野菜普及事業・地域との連携事業等）
・地域における食生活の普及啓発に関する担い手の養成・育成
・介護予防事業（高齢者の食生活改善・口腔保健のための訪問指導・健康教育・健康相談）
・介護予防事業（高齢者の低栄養予防・オーラルフレイル予防についての健康教育）

主な実施事業

第2次計画の評価

（１）１日の野菜摂取量が350ｇ以上
の者の割合の増加

平塚市民の健康意識及び食
育推進のためのアンケート
調査

（２）よく噛んで味わって食べるなど
の食べ方に関心のある人の割合の増加

平塚市民の健康意識及び食
育推進のためのアンケート
調査

最終評
価の出
典

指標 区分進捗率(%)
策定時
の出典

中間評
価の出
典
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（２）よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心のある人の割合

調査結果（％）
ベースラ
イン

中間評価 最終評価 目標値

市 64.6 64.7 70.1 80

県

国 69.4 67.7 64.3 75

（３）健康的な食事内容を心がけている人の割合

調査結果（％）
ベースラ
イン

中間評価 最終評価 目標値

市 83.5 77 76.9 90

県 指標設定なし

国 69.4 67.7 64.3 75

考察

考察
中間評価では、中間評価目標値である
35%を上回る結果であったが、最終評価
はほぼ横ばいの36.4％という結果であ
り、最終目標値の50%に届かなかった。
ベースラインとの比較では、国、県がほ
ぼ横ばいのところ、15%増加であった。
最終評価では、20歳代の野菜摂取が増加
しており、学校教育を通じた食育の推進
の効果と推測される。

指標設定なし

考察

中間評価から最終評価では、増加しまし
たが、目標達成しませんでした。
健康増進計画の指標である60代のそしゃ
く満足度は、40代から70代までの方が
「なんでもよくかんで食べられる」と
80％以上の方が回答。60代においては
82.5％でした。歯の健康を保つだけでな
く、味わって食べるなど食べ方に興味を
持つことが早期からオーラルフレイルを
予防することにつながると考えられま
す。

％
平塚市・国の年次推移
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２．今後の課題・実施方針
　平塚市の課題である脳血管疾患の原疾患となる高血圧症を予防、重症化予防するためには、若
い年代の男性への肥満予防や全年代での減塩の取り組みを進める必要があります。そのために、
第2次計画で未達成となった「健康的な食事内容を心がけている人の割合」を、さらに具体的な
食事内容として普及啓発を継続します。また、新たに「減塩行動」につながる普及啓発や食環境
整備を実施していくことが重要です。
　「食べる」ことを生涯にわたり楽しむことは、QOL(クオリティオブライフ＝生活の質）に深
く関わり、高齢者の低栄養を予防する因子として重要です。ことのことより、壮年期からの「口
腔の健康と食育の推進」をさらに充実させていきます。ライフステージ別行動目標は、健康増進
計画と連動し、「バランスの取れた食事を摂取する」「早期からのオーラルフレイル予防」のた
めのデジタル技術を活用した普及啓発や民間企業等と連携した食環境整備を行っていきます。高
齢期ではオーラルフレイル・フレイルとそれに起因する低栄養の改善のために産官学民連携によ
る取り組みを継続します。

中間評価結果では、ベースラインを下回
る結果であったが、新型コロナウィルス
感染症の社会的要因もあり、家庭で食事
をとる人、健康に配慮した食生活を送る
人が増加したと推測される。市事業で
は、市ホームページや広報誌での普及啓
発の充実を図るとともに、感染症予防に
配慮した個別による相談、教室を実施し
た。最終目標値である65%を超え、県、
国の同調査内容回答率が悪化または横ば
いのなか、130%を超える増加率であっ
た。
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基本施策（４）食育推進運動の展開

１．最終評価結果

ベースライ
ン：策定時
の値(回)

中間評価値(回) 最終値(回)

目標値
（最終）
(回)

H26年度 　R1年度 R4年度 目標値

586 301 100 350 -410 ×

食育推進活動の実施例

　平塚市の課題である脳血管疾患の原因となる高血圧症の予防や、重症化の予防のために、肥満
予防と減塩の取組を推進する必要があります。そのために、食生活改善推進団体による、地域に
密着した食改善の活動の充実に向け、支援をしていきます。また、活動を担う会員を養成するた
めの講座の実施や、会員を対象とした育成事業について、さらなる支援を行います。
　食育推進会議を定期的に開催し、関係団体との情報交換、学識経験者からの助言により、本市
の食育推進を充実を図ります。

食育ボランティアの活動の充実
(平塚市食生活改善推進員の年間活動
回数

平塚市食生活改善推進団体総会資料

指標 進捗率(%) 区分
策定時
の出典

中間評
価の出
典

最終評
価の出
典

２．今後の課題・実施方針

第2次計画の評価

地域での食改善活動に必要な知識や技術を習得するための養成講座を毎年実施しました。令和元年度から４
年度までで見ると、講座修了者の団体への入会率は100％でした。ここ２年ほどは、地域での活動が中止と
なるなど、活動回数は減少しましたが、感染症対策をしながら普及啓発をするなど、地道な活動は継続して
いました。

主な実施事業

・食生活改善推進員養成講座
・会員に対する育成事業（役員会、定例会等）
・会員による地域活動（高血圧予防料理教室、減塩普及事業等）
・食育推進会議の開催

※２　中間評価時に目標値の見直しをおこなったため、中間評価値をベースライン値とする

市のイベントなどに参加して、

食育について普及啓発をしてい

ます。

公民館共催事業「親子クッキング教室」では、「春

のおもてなし料理」などの行事食を若い世代に伝え

ています。



１．最終評価結果

ベースライ
ン：策定時
の値(%)

中間評価値(%) 最終値(%)

目標値
（最終）
(%)

H26年度 　R1年度 R4年度 目標値

53.1 50.1 48.5 80 -17.1 ×
平塚市食育
推進のため
の実態調査

52.5 66.7 62.0 75 42.2 △
平塚市食育
推進のため
の実態調査

（１）地元産の農作物の優先的な購入・使用の増加

ベースライン 中間評価 最終評価 目標値

市（％） 53.1 50.1 48.5 80

（２）農林水産業体験をしたことがある人の割合

ベースライン 中間評価 最終評価 目標値

市 52.5 66.7 62.0 75

国 36.2 37.3 65.7 40

基本施策（５）生産者と消費者の交流の促進及び環境との調和のとれた農水産業の活性化

「地元産の農産物の優先的な購入・使用の増加」は、ベースライン値よりも減少し、目標値に届きませんで
した。
「農林漁業体験をしたことのある人の割合の増加」は、ベースライン値より増加しましたが、目標値に届き
ませんでした。

主な実施事業

・地産地消の推進　・農水産業に関する理解を深める体験事業
・市民農園の利用区画数の増加に関する取組
・水産業を体験する機会の充実
・魚食の普及活動

※県・国では同一の目標設定なし

※県では同一の目標設定なし

（２）農林漁業体験をしたことがある
人の割合の増加

平塚市民の健康意識及び食
育推進のためのアンケート
調査

平塚市民の健康意識及び食
育推進のためのアンケート
調査

（１）地元産の農産物の優先的な購
入・使用の増加

第2次計画の評価

最終評
価の出
典

指標 進捗率(%) 区分
策定時
の出典

中間評
価の出
典
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２．今後の課題・実施方針
「令和４年度平塚市市民意識調査」の結果から、市民の農業振興に対する重要度が高くなって

おり、「平塚市民の健康意識及び食育推進のためのアンケート調査」結果からも地元産農水産物
を優先したいと思わない人が少なくなっていることから、地元産農水産物へのニーズが高くなっ
ていると考えられる。
　今後については、新型コロナウイルスの影響により休止又は縮小したイベント等を展開してし
ていくとともに、農水産物の販路拡大や付加価値の向上、新商品の開発を促進し地産地消を推進
します。

考察

「地元産の農産物の優先的な購入・使用の増加」及び「農林水産業体験をしたことがある人の
割合の増加」の指標について、コロナ禍で地元産農水産物のPRの機会や、農水産業への体験の機
会が減少した影響もあり、目標に達することはできなかったが、幼稚園等の子どもを対象に平塚
産農産物キャラクター「ベジ太」デザインのマスク及び小松菜の種を配布し食育の推進を図ると
ともに、地元産農水産物のPR番組を地元ケーブルテレビ会社と制作し、YouTube等SNSでの展
開を通じて農水産業の認知度向上を図った。



基本施策　（６）　食文化の継承、展開のための活動の支援

１．最終評価結果

ベースライ
ン：策定時
の値(%)

中間評価値(%) 最終値(%)

目標値
（最終）
(%)

H26年度 　R1年度 R4年度 目標値

31.7 35.3 34.2 40 30.1 △
平塚市食育
推進のため
の実態調査

食育を唱えた村井弦斎の認知率

調査結果（％）

Ｈ26年度 R1年度
R4年度
(最終評価）

目標値

市 31.7 35.3 34.2 40

最終評
価の出
典

指標 進捗率(%) 区分
策定時
の出典

中間評
価の出
典

２．今後の課題・実施方針

　和食文化を守り、伝えることは、食生活の文化的な豊かさを将来にわたって支えるうえで重要
であり、豊かな自然に恵まれ、農業及び漁業共に盛んな平塚市では、公民館や学校給食等で「行
事食」の伝承事業に取り組んでいます。一方でライフスタイルや価値観等様々な理由から、家庭
や地域において継承されていた特色ある食文化が失われつつあります。今後も地域ボランティア
団体や各種団体と協力しながら、栄養バランスに優れた健康的な食生活をおくることができるよ
う、食文化の継承・展開のための活動を推進します。

食育を唱えた村井弦斎の認知率の増加
平塚市民の健康意識及び食
育推進のためのアンケート
調査

第2次計画の評価

「ふるさと歴史再発見事業」の一環として、「村井弦斎まつり」を村井弦斎公園において年に１回、市民と
の協働により開催。村井弦斎の認知率は目標値に達しませんでした。

主な実施事業

・村井弦斎まつり（村井弦斎公園にて年1回）
・食生活改善推進団体による食育講座等の支援
・地区公民館における食文化継承事業の実施
・学校・保育所等による給食を通じた食文化の伝承

考察
・村井弦斎まつりにおいて、小説『食道
楽』の内容紹介や明治時代の料理を現代
風にアレンジした料理の展示、販売、
「食道楽弦斎食育かるた」など市民と協
働で開催。令和４年度は準備を進めてい
たが、台風の影響により「村井弦斎まつ
り」が中止となった。一方で、３月に八
幡山の洋館で歴史文化講座「－食べるこ
と、育むこと－村井弦斎が夢見た未来
明治時代に一番売れた小説『食道楽』」
を開催し、食育を唱えた村井弦斎の認知
度アップに貢献できた。
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目標未達成



１．最終評価結果

ベースライ
ン：策定時
の値(%)

中間評価値(%) 最終値(%)

目標値
（最終）
(%)

H26年度 　R1年度 R4年度 目標値

68.6 67.5 66.1 90 -11.7 ×
平塚市食育
推進のため
の実態調査

食育に関心をもっている人の割合 調査結果（％）
ベースラ
イン

中間評価 最終評価 目標値

市（％） 68.6 67.5 66.1 90

県（％） 74.5 76.7 77.6 90

国（％） 75 76 83.2 90

考察

２．今後の課題・実施方針

　「食」は全ての市民の心身の健康を確保し、生涯にわたって生き生きを暮らすために欠くこと
ができないものです。このことより、多くの市民が「食育」に関心を持ち自らの生活において実
践していくための情報提供や普及啓発を、さらに進めていく必要性があります。今後は、デジタ
ル技術の活用や多様な場面での「市民に届く」食育推進を実践していきます。また、食育に無関
心な層が、自然に食生活の改善につながる「自然に健康になる食環境整備」を関係機関と連携し
進めていきます。

主な実施事業

・食の安全・安心に関する講座
・学校給食での食の安全
・広報媒体やデジタル技術を活用した食育推進事業

　食育に関する情報提供や普及啓発を展
開してきましたが、第２次計画策定当初
の平成２６年度と比較し、食育に関する
市民の関心を高めることはできませんで
した。令和２年から４年度は新型コロナ
ウィルス感染症の影響により、共食の機
会の制限等、食環境に大きな変化をもた
らしました。一方で、生活習慣病等基礎
疾患保有者において感染時の重症化リス
クが高まることが周知され、生活習慣病
予防の重要性や感染リスクを低減するた
めの衛生管理が普及されました。SNSや
ホームページなどのデジタル媒体を利用
した食に関する普及啓発促進にもつなが
りました。

基本施策　（7）　食の安全性、栄養・その他食に関する調査、情報提供

食育に関心をもっている人の割合の増
加

平塚市民の健康意識及び食
育推進のためのアンケート
調査

第2次計画の評価

「食育に関心をもっている人の割合の増加」は、ベースライン値よりも減少し、目標値に届きませんでし
た。

指標 進捗率(%) 区分
策定時
の出典

中間評
価の出
典

最終評
価の出
典
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74.5 76.7
77.6

75 76
83.2
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第3次健康増進計画・食育推進計計画の体系図（案） 令和5年7月現在

(仮）基本理念：共に取り組む生涯を通じた健康づくり・食育推進

資料４

基本目標(最終成果） 健康寿命の延伸

・生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進
・地域の特性を活かした食育の推進

中間成果 ライフステージ・ライフスタイルに応じた
自然に健康になれる食育

直接成果 生活習慣の改善・意識や行動の変化 直接成果 持続可能な健康づくりを実践できる環境づくり

・栄養・食生活 ・歯と口腔の健康
・身体活動・運動 休養・こころ
・喫煙 ・飲酒

生活習慣改善に向けた取組

・がん検診 ・歯科健診
・特定健診・健康診断等
・早期受診・治療継続

生活習慣病の発症予防・重症化予防の取組 健康に望ましい行動をとりやすくする食育

横断的な取組み ・ライフステージ・ライフスタイルに応じた健康づくり・食育の推進
・市民の協働・産学官連携による健康づくり・食育の推進
・デジタル技術を活用した健康づくり・食育の推進

連 動

第3次 平塚市健康増進計画

中間成果 ライフステージ・ライフスタイルに応じた
健康づくりや主要な健康課題の改善

第3次 平塚市食育推進計画



作業・会議等 内容
６月 ２８日 市民アンケートHP公開

１１日 食育推進計画進行会議① 10:00～１１:30　本庁舎　２１８会議室

２０日 食育推進会議① 14:00～15:30　保健センター健康学習室

８月 下旬 第１次素案　 会議意見より加除修正

下旬
食育推進計画進行会議②（書
面）

21日 食育推進会議②

10月 上旬 両副市長面談
素案及び今後の予定について説明。
パブコメにかける素案及び庁議に報告するための了承
を得る。

7日 庁議（報告事項）
パブコメの実施について報告する（素案の承認を受け
る）

中旬 定例行政報告会 パブコメ実施について議員へ情報提供する

下旬 広報掲載（11月第3金曜日号） パブコメ募集記事掲載　、ホームページ掲載

２１日

12月 ２５日

中旬 食育推進計画進行会議③

18日 食育推進会議③ 最終案について承認を得る

下旬 両副市長（市長）面談

パブコメへの市の考えと計画（案）について説明する

6日 庁議（報告事項）

下旬 定例行政報告会

３月 中旬 パブコメ実施結果公表 報道発表、ホームページ作成・修正

令和６年
４月

上旬 計画施行 第3次食育推進計画の実施と進行管理

２月

１月

パブコメ実施

第３次食育推進計画スケジュール（令和５年度）           　　　

９月

時期

11月

７月

1 次素案に対するパブコメ実施
11月21日（火）～12月25日（月）

最終案確定

１ 次素案作成

資料６



第４章  食育の推進【第３次食育推進計画】           資料７ 

   「食育基本法」第１８条に規定する市町村食育推進計画として「第４次食育推進基 

本計画」及び「第４次神奈川県食育推進計画」を踏まえ、市民一人一人が実践できる 

食育を推進するための計画です。 

食育の基本理念は、平塚市ゆかりの食育を唱えた文化人 村井弦斎の言葉と同様に 

「生きる上での基本であり、知育・徳育・体育の基礎となるべきもの」と位置付けて 

います。食育推進計画により、市民の「健康寿命の延伸」を目指すべき最終目標に掲 

げ、市民一人一人が生涯にわたっていきいきと過ごすための健康増進、市民・地域・

企業・行政が連携し豊かで活力ある社会の実現に取り組みます。    

１ 目指す姿 

「食」は命の源であり、生きるために欠かすことはできません。市民一人一人が健康 

で心豊かな生活を送るためには、健全な食生活を日々実践し、おいしく楽しく食べるこ 

とが重要です。 

また、平塚市においても少子高齢化が進む中、健康寿命の延伸や市の健康課題である 

「高血圧症」をはじめとする生活習慣病の予防や重症化予防に取り組むことは国民的課題

であり、栄養バランスに配慮した食生活の重要性も増しています。 

 第 2 次食育推進計画の中間評価以降に流行した、新型コロナウイルス感染症は食にも

影響を与えており、食事での感染対策のための黙食や孤食の推奨により食事のマナーや、

様々な伝統行事に関する行事食など食文化を体験する機会も減少してしまいました。 



 食育は、食をめぐる様々な環境変化の中で、家庭・学校・地域等様々な場において、心

身の健康を増進する健全な食生活の実践、豊かな食文化の継承、食料の生産から消費に

至るまでの様々な体験活動等に寄与しています。 

第 3 次食育推進計画では、市民一人一人がいきいきと心身ともに豊かな生活をおくる

ことを目指して、次のように目指す姿を設定し、計画を推進します。 

ここに計画を推進します。 

２ 食育の推進における行動目標と取組内容 

第 3次平塚市食育推進計画では、国及び神奈川県策定の食育推進基本計画を踏まえ 

つつ、平塚市の特徴として『健康づくりと食育』を主な課題とし、心身の健康を増進 

する健全な食育の推進と持続可能な食環境整備や地産地消にも継続的に取り組むため 

の目標を設定します。目標値は、計画期間における達成状況の評価を目的として設定 

します。

行動目標 望ましい食習慣や生活習慣病の発症予防・重症化を予防するために、特に市民の取組が必要な

生活習慣や行動 

指  標 施策分野を評価するための目標値を設定した項目 

市民一人一人がライフスタイルにあった食育に取り組み、心身ともに健康で 

豊かな生活を送っている 

市民・地域・企業・行政が連携し、自然に健康になれる食環境づくりを実践 

している 



（１）生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進 

① 基本的な考え方 

 「食」は命の源であり、私たち人間が生きるために欠かせないものであり、心

身ともに健康で豊かな生活を送るうえでの重要な要素としています。市民一人一

人が食に関する理解を深め、健全な食生活を実践することが生涯にわたっていき

いきと過ごすことができる健康につながることから、栄養バランスに配慮した食

事など、正しい食習慣を身につけていかれるよう取組を推進します。 

・ライフステージやライフスタイル、多様な暮らしに対応し、切れ目のない生涯 

を通じた食育を推進します。 

② 現状と課題 

現状 課題 

 平塚市の健康課題は脳血管疾患であり

原因となる高血圧症の予防・重症化予防に

取り組む必要がある 

・30 代以降の男性で肥満が増加する傾向が

みられる 

・塩分摂取量について意識するのは 40代以

降との傾向がみられる 

  〇 平塚市の健康課題である「高血圧症」をはじめとしたあらゆる生活習慣病の起因と 

なる『肥満』を予防するため、栄養バランスや減塩に配慮した食事など正しい食習 

慣を身につけられるような取組を推進します。 

現状 課題 

 「食べること」の基礎となる「歯と口腔

の健康」に取り組む必要がある 

むし歯のない人と一人でむし歯が複数あ

る人で二極化の傾向がみられる 

  〇 「食べること」の基礎となる「噛む力」を育み、生涯にわたって食べることを楽し 

むことができるよう、歯科保健における食育を推進します。 



③ 行動目標と指標 

行動目標 指  標 目標値 

現状値 

（R4)

中間値 

（R8）

中間値 

（R12）

目標値 

（R16）

食に関心を

持とう 
食育に関心を持っている人の割合 

66.1 74.0 82.0 90 ％

以上 

楽しくおい

しく食事を

しよう 

朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の割合 3

歳児 

朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の割合 5

歳児 
91.8    

朝ごはんを

食べよう 

朝食を毎日食べる 3歳児の割合 

朝食を毎日食べる 5歳児の割合 95.4

朝食を毎日食べる小学５年生の割合 

朝食を毎日食べる 20歳～30歳代の割合 65.5 72.0 79.0 85.0 

朝食を毎日食べる 40歳代以上の割合 

主食・主菜・

副菜を揃え

た食事をと

ることを心

がけよう 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1日 2回以上

ほぼ毎日食べている 3歳児の割合  

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1日 2回以上

ほぼ毎日食べている 20歳～30 歳代の割合  

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1日 2回以上

ほぼ毎日食べている 40歳代以上の割合  

減塩に取り

組もう 

減塩を心掛けている 3歳児の割合 

減塩を心掛けている 20歳～30 歳代の割合 

減塩を心掛けている 40歳代以上の割合 

よく噛んで

食べよう 

よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心のある

3歳児の割合 

よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心のある

5歳児の割合 

なんでもよく噛んで食べられる 40歳代以上の割合 

＜ライフステージ別 市の主な取組＞ 

妊産婦 

乳幼児期 

学童期 

・母子手帳発行時の栄養相談 

・妊娠、出産時アンケート調査からの支援 

・妊娠期、産後における健康（支援）教室（教育） 

・乳幼児健康診査 

・乳幼児の食生活についての健康教育・栄養相談 

・乳幼児の食に関する啓発・普及 

・保育所、幼児教育施設による食育・給食等の提供 

・学校における食に関する指導及び給食の提供 

R5.7～8 3歳児健診アンケートにて把握予定

教育指導課 確認

R5.7～8 3 歳児健診アンケートにて把握予定 

R5.7～8 3歳児健診アンケートにて把握予定

R5.7～8 3歳児健診アンケートにて把握予定



青年期（女性） 

成人期・壮年期 

高齢期 

・教育指導要領に基づいた食教育 

・家庭への食育 

・地域とのつながりによる食育 

・朝食欠食減少に関する取組 

・女性のやせに関する対策 

・生活習慣病予防・健康づくりの食生活に関する健康教育・栄養相談 

・適正体重維持するための食生活・食習慣の普及・啓発 

・口腔ケアに関する健康教育・健康相談 

・低栄養を予防するための健康教育・栄養相談 

・生活習慣病予防・健康づくりの食生活に関する健康教育・栄養相談 

・オーラルフレイルを予防するための健康教育・栄養相談 

・健康診断・歯科健康診断の定期受診勧奨 

＜ライフステージ別 市民の主な取組＞ 

妊産婦 

乳幼児期 

学童期 

青年期（女性） 

成人期・壮年期 

高齢期 

・妊婦健診を受診し、適正体重増加・減塩など望ましい食習慣の維持に努める 

・家族が妊産婦の体の変化について理解を深める 

・保護者は成長発達のための適正な栄養摂取と、望ましい食習慣の形成について理解を深める。 

・成長発達のための適正な栄養摂取と望ましい食習慣の形成について理解を深める 

・家庭における食育の実践 

・将来の生活設計に向けた体づくりについて理解を深める 

・適正な情報を収集するリテラシーを高める 

・個々の生活様式に応じた望ましい食習慣の維持 

・早期からの生活習慣病予防 

・健康診査の受診 

・個々の生活様式に応じた望ましい食習慣の維持 

・フレイル予防教室等への社会活動参加 

（２）地域の特性を活かした食育の推進 

① 基本的な考え方 

 「食」は、自然の恩恵や、食に関わる人々の様々な行動の上に成り立っており、

農林水産物の地産地消や地域の食文化を理解していくことが、持続可能な「食」

につながるため、食に対する感謝の気持ちや環境へ配慮する気持ちを培うととも

に、地域に根差した「食」に触れ合う取組を推進します。 



② 現状と課題 

現状 課題 

 市民の農業振興に対する重要度が高ま

り、地元産農水産物へのニーズが高まって

いる 

コロナ禍で地元産農水産物のPR機会の減

少と農水産業への体験の機会が減少してい

る 

  〇 地域の農水産業における食の循環を理解し、「地場産物を優先的に選ぶ・楽しむ・ 

おいしくいただく」ことにより、新鮮で野菜や果物を取り入れた、バランスの良い 

食生活の実践を推進します。 

  〇 学校や保育所等の給食を通して、地域のめぐみや環境に配慮した食生活の重要性を 

食教育として伝えます。 

③ 行動目標と指標 

行動目標 指標 目標値 

現状値 

（R4）

中間値 

（R8）

中間値 

（R12）

目標値

（R16）

地元産農水

産物を活用

しよう 

地元産の農水産物を優先的に使用する人の割合 48.5 53.0 58.0 64.0 

学校給食における地場産給食の実施回数     

食育に関心

を持とう 
学校給食における行事食等の普及啓発の実施回数 

学校における食教育の実施回数 

ボランティ

アと食育に

取り組もう 

食生活改善推進員の健康づくりに関する活動回数 100 回 増加 増加 増加 

＜全ライフステージを対象とした市の主な取組＞ 

・地産地消の推進 

・農水産業に理解を深める体験事業 

・水産業を体験する機会の充実 

・栄養教諭及び学校栄養職員による食に関する指導の充実 

・学校・保育所等による給食を通じた食文化の伝承 

・食生活改善推進員による生活習慣病予防の啓発事業 



 ＜全ライフステージを対象とした市民の主な取組＞ 

・地元で開催する農水産業体験に参加する 

・食材の生産から消費等に至る食の循環を理解し、地産地消に努める 



   ひらつか健康・食育プラン２１  

目  次（案）                  R5.7.20 時点 

第１章 ひらつか健康・食育プラン２１が目指す健康づくり 

１ 策定の趣旨 

２ 第 3次計画の特徴…平塚市の健康課題（高血圧対策）データに基づいた成果等

３ 基本理念、体系図 

４  計画の位置付 

５ 計画期間 

第２章 平塚市の健康づくりと食育を取り巻く現状  

     １ 統計からみる平塚市の現状 

２ 生活習慣に関する現状 

３ 平塚市の現状から見た課題 

４ 第２期健康増進計画・第２次食育推進計画における主な取組の実績と課題 

 第３章 健康づくり運動の推進【第３次健康増進計画】 

１ 目指す姿 

 ２ 生活習慣の改善に向けた健康行動と取組み内容 

（１）栄養・食生活 

（２）歯と口腔の健康 

（３）身体活動・運動 

（４）休養・こころの健康 

（５）飲酒 

（６）喫煙 

３ 生活習慣病の発症予防・重症化予防に向けた健康行動と取組内容 

      （１）がん 

（２）生活習慣病（高血圧等） 

     ４ 生活機能の維持・向上に向けた取組（検討中） 

（内容：フレイル予防、骨粗しょう症予防を記載） 

         骨密度測定の実績→生活・栄養指導及び要医療者には受診勧奨 

第４章 食育の推進【第３次食育推進計画】 

１ 目指す姿 

 ２ 食育の推進における健康行動と取組み内容 

（１）生涯を通じた心身の健康を支える食育 

（２）地域の特性を活かした食育の推進 



第５章 新たな日常や個々の生活様式にマッチした健康づくり・食育推進 

【横断的な取組み】 

１ ライフステージ・ライフスタイルに応じた健康づくり・食育の推進 

２ 市民の協働・産学官連携による健康づくり・食育の推進 

３ デジタル技術を活用した健康づくり・食育の推進 

第６章 計画の推進と評価 

 １ 推進体制について 

 ２ 進捗管理、評価  

資料編   

１ 第２期健康増進計画及び第２次食育推進計画の指標に関するデータ覧一  ...... 

２ ひらつか健康・食育プラン２１ ライフステージ別健康行動一覧 .............. 

３ ひらつか健康・食育プラン２１ 指標及び参考データ一覧  ................. 

４ 計画の策定経過   ............................................. 

５ 平塚市市民健康づくり推進協議会及び食育推進計画委員名簿 .......... 

６ 市民の健康意識アンケート結果の概要 .............................. 

７ パブリックコメント結果の概要 

８ 用語解説     ................................................. 



R5．7.20 現在 

【指標根拠 資料】 

 ・健康増進計画 適正体重を維持する  

5 歳児 肥満度15%以上の割合 

出典：平塚市子どもの生活習慣病予防対策事業  5 歳児肥満度調査

      改善傾向がみられていたが、コロナ禍で７％台まで悪化してしまった。 

1 歳 6か月児健診、３歳児健診等 5歳に至る前の年齢から肥満予防を図り改善を目指す。 

          ・3 歳児健診にて「栄養・食生活に関するアンケート」実施。 

            ・子どもの生活習慣病予防対策事業として 5歳児を対象に肥満度調査及び隔年で 

             生活実態調査を実施。 

★適正体重を目指すための食行動について、食育推進計画の指標として取り組む。

             ・朝食を毎日食べる 3歳児及び 5歳児の割合 

             ・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1日 2回以上ほぼ毎日食べている 

3 歳児の割合 

  ・第 3次食育推進計画 

   朝食を毎日食べる 5歳児の割合 

R4年度 令和8年度 令和12年度 令和1６年度

（ベースライン） 中間値 中間値 最終値
7.1 6.8 6.5 6.2

R3年度 令和8年度 令和12年度 令和1６年度

（ベースライン） 中間値 中間値 最終値
95.4 97 98.5 10 0％に近づける

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

5歳児 肥満度の年次別推移（太り気味以上）

乳幼児・学童期 

％



1

　 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
男性 29 37 65 70

女性 52 57 109 103

その他 1 1 0 0

未回答 0 0 0 0

合計 82 95 174 173

やせ　　　：BMI18.5未満
普通体重　：BMI18.5以上24.9以下
肥満　　　：BMI25以上

2 体格　男女別割合
男性 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
やせ 10.3% 5.4% 3.1% 2.9%

普通体重 62.1% 54.1% 59.4% 65.2%

肥満 27.6% 40.5% 37.5% 31.9%

女性 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
やせ 17.3% 23.2% 10.1% 8.8%

普通体重 76.9% 67.9% 70.6% 76.5%

肥満 5.8% 8.9% 19.3% 14.7%

青壮年期に関する栄養分析（R4計画アンケート調査より）
性・年齢別　回答数（人）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

肥満

男性 肥満の割合

２０代 ３０代 ４０代 ５０代

0

0.1

0.2

0.3

やせ

女性 やせの割合

２０代 ３０代 ４０代 ５０代

0

0.1

0.2

0.3

肥満

女性 肥満の割合

２０代 ３０代 ４０代 ５０代



3 体格別　「適正体重を知っている」と回答した割合
割合 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
やせ 12.2% 12.6% 4.6% 4.6%

普通体重 50.0% 44.2% 50.6% 50.9%

肥満 11.0% 18.9% 21.8% 15.0%

6 1日2食以上、かつ週に５日以上、主食主菜副菜をそろえて食べている割合
割合 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
やせ 20.7% 12.6% 16.7% 12.1%

普通体重 24.4% 24.2% 28.7% 34.7%

肥満 4.9% 10.5% 13.8% 15.6%

7 朝食をほぼ毎日食べていると回答した割合
割合 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
やせ 22.0% 21.1% 20.7% 19.1%

普通体重 30.5% 33.7% 29.9% 42.8%

肥満 4.9% 15.8% 14.9% 17.9%

0

0.2

0.4

0.6

やせ 普通体重 肥満

年代・体格別 適正体重を知っている割合

２０代 ３０代 ４０代 ５０代

0

0.2

0.4

やせ 普通体重 肥満

年代・体格別 バランスよく食べている割合

２０代 ３０代 ４０代 ５０代

0

0.2

0.4

0.6

やせ 普通体重 肥満

年代・体格別 朝食をほぼ毎日食べている
食べている割合

２０代 ３０代 ４０代 ５０代



8 食塩の摂取量が多くならないよう「気を付けている」と回答した割合
割合 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
やせ 19.5% 17.9% 17.8% 17.9%

普通体重 20.7% 27.4% 27.6% 38.2%

肥満 2.4% 10.5% 13.8% 15.6%

〇減塩行動の内容
20代 30代 40代 50代
22.0 28.4 42.0 40.5

35.4 41.1 43.1 52.6

13.4 30.5 32.8 37.0

14.6 24.2 25.9 26.6

20.7 17.9 25.3 28.3

7.3 15.8 16.1 14.5

14.6 20.0 24.1 23.1

4.9 9.5 9.8 8.7

0.0 0.0 0.6 1.2

9 野菜を１日３５０ｇ以上食べていると回答した割合
割合 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
やせ 9.8% 7.4% 10.3% 6.4%

普通体重 14.6% 14.7% 13.2% 17.3%

肥満 4.9% 5.3% 9.8% 8.1%

％
塩分を多く含む食品をとりすぎない
調味料をかけすぎない
料理の味付けを薄味にする
汁物を飲む回数を減らす、麺類の汁を飲まない

食べ過ぎない
外食や中食の利用を控える
減塩食品を使う
栄養表示を活用する
その他

0

0.2

0.4

0.6

やせ 普通体重 肥満

年代・体格別
塩分摂取を気を付けている割合

２０代 ３０代 ４０代 ５０代

0

0.05

0.1

0.15

0.2

やせ 普通体重 肥満

年代・体格別
1日に野菜350ｇ以上食べている割合

２０代 ３０代 ４０代 ５０代



10 （１）食生活で日常的に取り組んでいること
割合 20代 30代 40代 50代
やせ 24.4% 22.1% 19.5% 15.6%

普通体重 25.6% 31.6% 36.2% 37.6%

肥満 6.1% 14.7% 14.4% 15.0%

やせ 11.0% 15.8% 14.4% 11.0%

普通体重 12.2% 14.7% 21.8% 20.2%

肥満 1.2% 5.3% 8.0% 9.8%

やせ 18.3% 21.1% 18.4% 14.5%

普通体重 22.0% 18.9% 24.7% 28.9%

肥満 6.1% 11.6% 13.2% 11.0%

低体重 9.8% 11.6% 6.9% 6.4%

普通体重 14.6% 8.4% 13.2% 10.4%

肥満 1.2% 4.2% 7.5% 8.1%

行動

食材の買い物

健康を考えた献立づ
くり

食事づくり・調理

健康を考えた外食・
中食の利用

0

0.2

0.4

やせ 普通体重 肥満

日常的に取り組んでいること
食材の買い物

20代 30代 40代 50代

0

0.1

0.2

0.3

やせ 普通体重 肥満

日常的に取り組んでいること
健康を考えた献立づくり

20代 30代 40代 50代

0

0.2

0.4

やせ 普通体重 肥満

日常的に取り組んでいること
食事づくり・調理

20代 30代 40代 50代

0

0.1

0.2

低体重 普通体重 肥満

日常的に取り組んでいること
健康を考えた外食・中食利用

20代 30代 40代 50代



10 （２）食生活で知りたいこと・体験したいこと
割合 20代 30代 40代 50代
やせ 3.7% 9.5% 4.6% 2.9%

普通体重 9.8% 9.5% 6.3% 5.2%

肥満 2.4% 2.1% 3.4% 1.7%

やせ 17.1% 17.9% 6.3% 8.1%

普通体重 20.7% 18.9% 16.7% 22.0%

肥満 7.3% 10.5% 7.5% 8.1%

やせ 12.2% 14.7% 6.9% 5.2%

普通体重 22.0% 15.8% 14.4% 17.3%

肥満 2.4% 4.2% 5.7% 8.1%

やせ 12.2% 12.6% 5.2% 6.9%

普通体重 20.7% 15.8% 14.4% 11.0%

肥満 3.7% 6.3% 6.9% 4.0%

課題

〇幼児期、学校教育にて食育を受けてきた世代（20
代）での食育に関する意欲がみられ、継続して体験す
る場を設け、健康増進につなげることが必要である。

行動

食材の買い物

健康を考えた献立づ
くり

食事づくり・調理

健康を考えた外食・
中食の利用

〇男性では30代からの肥満対策、女性では20～30代や
せ、40～50代の肥満対策が必要である。40歳で特定健
診を受診した時点で適正体重が維持できている割合を
増やす対策が必要である。

0

0.1

0.2

やせ 普通体重 肥満

食生活で知りたいこと・体験したいこと
食材の買い物

20代 30代 40代 50代

0

0.2

0.4

やせ 普通体重 肥満

食生活で知りたいこと・体験したいこと
健康を考えた献立づくり

20代 30代 40代 50代

0

0.1

0.2

0.3

やせ 普通体重 肥満

食生活で知りたいこと・体験したいこと
食事づくり・調理

20代 30代 40代 50代

0

0.1

0.2

0.3

やせ 普通体重 肥満

食生活で知りたいこと・体験したいこと
健康を考えた外食・中食の利用

20代 30代 40代 50代



1 性別、高齢者の回答数(人）

60代 70代 80代
男性 90 109 47

女性 84 141 45

その他 0 0 0

未回答 0 1 0

合計 174 251 92

2 各年代の体格　割合
60代 70代 80代

低栄養傾向 18.4% 21.9% 23.7%

普通体重 56.3% 58.6% 52.7%

肥満 23.0% 18.7% 21.5%

未回答 2.3% 0.8% 2.2%

100.0% 100.0% 100.0%

低栄養傾向：BMI20未満
普通体重　：BMI20以上24.9以下
肥満　　　：BMI25以上

3 低栄養傾向　男女別割合
60代 70代 80代

男　（％） 28.1% 23.6% 36.4%

女　（％） 71.9% 76.4% 63.6%

高齢期に関する栄養分析（R4計画アンケート調査より）

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

低栄養傾向 普通体重 肥満

（高齢者）年代別体格の割合

60代 70代 80代

0.0%

50.0%

100.0%

60代 70代 80代

低栄養傾向 男女別割合

男 （％） 女 （％）



4 適正体重の認知率　
（１）自分の適正体重をしっていますか。

60代 70代 80代
はい 75.9% 73.3% 68.5%

いいえ 22.4% 25.5% 21.7%

未回答 1.7% 1.2% 9.8%

（２）「はい」と回答した者の体格の内訳
60代 70代 80代

低体重 14.9% 14.3% 10.9%

普通体重 43.7% 46.2% 37.0%

肥満 15.5% 12.4% 19.6%

5 「フレイル」の認知率
（１）フレイルをしっていますか。

60代 70代 80代
言葉も意味も知っている 27.0% 25.5% 19.6%

言葉だけ知っている 16.1% 17.1% 9.8%

知らない 51.7% 48.6% 57.6%

未回答 5.2% 8.8% 13.0%

（２）「言葉も意味も知っている」と回答した者の体系の内訳
60代 70代 80代

低体重 6.3% 5.2% 5.4%

普通体重 19.5% 15.5% 9.8%

肥満 1.1% 4.8% 3.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

低体重 普通体重 肥満

「適正体重を知っている」者の年代・体格

60代 70代 80代

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

低体重 普通体重 肥満

「フレイルを知っている」者の年代・体格

60代 70代 80代



6 「オーラルフレイル」の認知率
（１）オーラルフレイルをしっていますか。

60代 70代 80代
言葉も意味も知っている 20.1% 21.5% 12.0%

言葉だけ知っている 16.1% 17.9% 18.5%

知らない 59.2% 53.4% 59.8%

未回答 4.6% 7.2% 9.8%

　 （２）「言葉も意味も知っている」と回答した者の体系の内訳
60代 70代 80代

低体重 4.6% 4.8% 2.2%

普通体重 14.4% 13.1% 5.4%

肥満 1.1% 3.6% 3.3%

7 バランスのとれた食事の摂取状況
（１）1日2食以上、かつ週に５日以上、主食主菜副菜をそろえて食べていますか

60代 70代 80代
はい 72.4% 84.9% 87.0%

いいえ 23.6% 9.6% 5.4%

未回答 4.0% 5.6% 7.6%

（２）「はい」と回答した者の年代・体格の内訳
割合 60代 70代 80代
低体重 13.8% 18.7% 19.6%

普通体重 42.5% 49.0% 45.7%

肥満 13.8% 16.3% 20.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

低体重 普通体重 肥満

「オーラルフレイルを知っている」者
の年代・体格

60代 70代 80代

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

低体重 普通体重 肥満

バランスよく食べている者の年代・割合

60代 70代 80代



8 減塩を心がける者の状況
（１）食塩の摂取量が多くならないように気を付ていることはありますか

60代 70代 80代
はい 66.1% 82.1% 76.1%

いいえ 27.6% 11.6% 10.9%

未回答 6.3% 4.4% 13.0%

（２）「はい」と回答した者の年代・体格の内訳
割合 60代 70代 80代
低体重 14.9% 17.5% 18.5%

普通体重 36.8% 48.2% 41.3%

肥満 12.6% 15.5% 15.2%

〇減塩行動の内容
60代 70代 80代
50.6 59.8 48.9

46.6 48.6 46.7

39.1 49.8 41.3

34.5 38.6 33.7

28.2 31.9 26.1

17.8 24.7 25.0

23.0 24.3 17.4

10.3 21.1 16.3

1.1 1.2 0.0

汁物を飲む回数を減らす、麺類の汁を飲まない

％
塩分を多く含む食品をとりすぎない
調味料をかけすぎない
料理の味付けを薄味にする

食べ過ぎない
外食や中食の利用を控える
減塩食品を使う
栄養表示を活用する
その他

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

低体重 普通体重 肥満

「食塩摂取に気を付けている」者
の年代・体格

60代 70代 80代

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

塩分を多く含む食品をとりすぎない

調味料をかけすぎない

料理の味付けを薄味にする

汁物を飲む回数を減らす、麺類の汁を飲まない

食べ過ぎない

外食や中食の利用を控える

減塩食品を使う

栄養表示を活用する

その他

年代別 減塩で気を付けていること

60代 70代 80代



9 （１）食生活で日常的に取り組んでいること（複数回答）
割合 60代 70代 80代
低体重 12.6% 13.5% 13.0%

普通体重 40.8% 35.1% 30.4%

肥満 12.6% 12.0% 14.1%

低体重 9.2% 11.2% 9.8%

普通体重 31.6% 26.7% 25.0%

肥満 5.7% 7.6% 8.7%

低体重 11.5% 12.7% 7.6%

普通体重 33.3% 28.7% 23.9%

肥満 9.8% 10.0% 6.5%

低体重 5.7% 4.4% 5.4%

普通体重 15.5% 11.2% 8.7%

肥満 6.9% 5.2% 3.3%

低体重 6.3% 6.4% 9.8%

普通体重 14.4% 19.9% 17.4%

肥満 5.2% 6.0% 9.8%

体調やかむ力を合わ
せた料理

食材の買い物

行動

健康を考えた献立づ
くり

食事づくり・調理

健康を考えた外食・
中食の利用

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

低体重 普通体重 肥満

食材の買い物

60代 70代 80代

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

低体重 普通体重 肥満

健康を考えた献立づくり

60代 70代 80代

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

低体重 普通体重 肥満

食事づくり・調理

60代 70代 80代

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

低体重 普通体重 肥満

健康を考えた外食・中食利用

60代 70代 80代

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

低体重 普通体重 肥満

体調や噛む力に合わせた料理

60代 70代 80代



9 （２）世帯構成による違い
割合 60代 70代 80代
低体重 2.9% 1.6% 2.2%

普通体重 5.7% 4.4% 3.3%

肥満 1.7% 2.4% 2.2%

低体重 6.9% 6.4% 5.4%

普通体重 19.5% 15.9% 15.2%

肥満 4.0% 5.2% 6.5%

低体重 2.3% 1.2% 0.0%

普通体重 2.9% 4.8% 3.3%

肥満 2.3% 2.4% 2.2%

低体重 5.7% 6.4% 2.2%

普通体重 16.1% 11.2% 10.9%

肥満 2.9% 4.4% 2.2%

課題

〇主治医（医科・歯科）や地域福祉と連携し、個人の疾患や世帯構成等の生活状況に考慮した低栄養対策が必要である。

〇体格が適正体重の者は、買い物などの日常生活の維持率が高い。

〇女性では60代においてすでに低栄養傾向が発生しており、壮年期の特定健診（肥満指導）とあわせ、早期から低栄養に関する普及
啓発も必要である。

行動

（1人暮らし）
食材の買い物

（夫婦）
食材の買い物

（1人暮らし）
食事づくり・調理

（夫婦）
食事づくり・調理

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

低体重 普通体重 肥満 低体重 普通体重 肥満

（1人暮らし）
食材の買い物

（夫婦）
食材の買い物

世帯構成別割合 食材の買い物をしている

60代 70代 80代

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

低体重 普通体重 肥満 低体重 普通体重 肥満

（1人暮らし）
食事づくり・調理

（夫婦）
食事づくり・調理

世帯構成別割合 食事づくり・調理

60代 70代 80代



生活習慣の改善等に向けた市民の健康行動  ( 案）

ライフステージ

取組みの対象とする年齢の
目安

乳幼児期
(0~6歳）

学齢期
(7~15歳）

青年期
(16~22歳）

成人期
(18~39歳）

壮年期
(40~64歳）

高齢前期
(65~74歳）

高齢後期
(75歳～）

食育

栄養・食生活

歯と口腔の健康

身体活動・運動

休養・こころの健康

飲酒

喫煙

がん

高血圧症等の生活習
慣病の発症予防・重
症化予防

                                 　　育ち・学び　世代 　　　ワークライフバランス・子育て　世代 　　　　　　成熟　　世代　

〇健やかな成長 〇適正体重を目指そう 〇適正体重を目指そう

〇朝ごはんをたべよう 〇主食・主菜・副菜をそろえた食事をとることを心がけよう 〇減塩を心がけよう
〇地域のめぐみ（地場産農水産物や食文化）を活かした食生活をおくろう ○たんぱく質を多く含む食品を

積極的に食べよう

〇年1回は歯科健診を受けよう 〇むし歯や歯周病を予防しよう

○妊娠中の喫煙はやめよう（受動喫煙をしない・させない行動をとる）
〇やめたい喫煙者は禁煙にチャレンジしよう
○COPDについて知ろう正体重を目指そう

〇定期的にがん検診を受けよう

〇早寝・早起きをしよう

〇元気に楽しく身体を動かそう 〇定期的に運動しよう
身近な地域活動（通いの場など）に参加しよ
う

〇 適度な飲酒量を守ろう正体重を目指そう

〇睡眠で十分な休養をとろう
○ストレスに気づき適切に対処しよう正体重を目指そう

〇年に1回は健康診査を受けよう
○検査結果に応じた生活習慣の改善・早期受診・治療を継続しよう

〇むし歯を予防しよう 〇むし歯や歯周病を予防しよう 〇よく噛んで食べよう

〇 妊娠中の飲酒はやめようを目指そう

〇 〇 〇


